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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

校種 小学校 

学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

出題範囲 小学校第 1・2 学年 小学校第 3・4 学年 

 

Ａ 話す・聞くこと 

ｴ 

大事なことを落とさない 

ｴ 

中心に気を付けて聞き、質問・感想 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ B【話聞】1-2 ・ B【話聞】1-2 

 

Ｂ 書くこと 
ｲ 

構成:事柄の順序 
ｲ 

構成:段落の役割 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｴ 
推敲：間違いに気付き正す 

ｵ 
推敲：間違いを正し、よりよい表現に 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｵ 
交流:よいところ見付け感想 

ｶ 
交流:考えの明確さについて意見 

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

Ｃ 読むこと 

 

 

 

 

  

  

ｲ 

時間・事柄の順序 

ｲ 

内容の中心となる語・文 

・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

  

内容の大体 段落相互の関係 

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-3 

 事実と意見の関係、 

 ・B【読】(説)3-2 

ｳ 

人物の行動、想像を広げ 

ｳ 

場面の移り変わり 

・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

・ B【読】(文)4-2 登場人物の性格を想像 

・B【読】(文)4-2  

登場人物の気持ちの変化を想像 

・A【読】(文)4-4 

 

 

 

 

 

 

ｴ 

大事な言葉・文を書抜 

ｴ 

要点・細かい点・引用・要約：人物や情景の描写  

・A【読】(説)3-3 
・ A【読】(文)4-3 

・ A【読】(説)3-4 

・ A【読】(文)4-3 

ｵ 

経験と結び付いた思いや考え 

ｵ 

自分の考えをもつ 

・S【読】(説)3-4 ・ S【読】(説)3-5 

・ S【読】(文)4-4 ・ S【読】(文)4-5 
  

 

伝統的な言語文化と 
国語の特質に関する事項 

ｲ 

(ｳ)意味によるまとまり 

ｲ 

(ｵ)性質・役割による類別 

・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｶ)主語・述語の関係の理解 (ｷ)修飾語・被修飾語の関係 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｵ)文の意味に沿う句読点 (ｶ)辞書の利用 

・C【言】2-3 ・ C【言】2-3 

 
 

 
 

  



Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 

- 27 - 

 
小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

小学校第 5・6 学年 中学校第 1 学年 中学校第 2 学年 

 

ｴ 

話し手の意図を捉え、自分の意見と比較  

ｴ 

質問、共通点・相違点の整理 

ｴ 

論理構成・自分と比較 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 

 

ｲ 
構成:考えを明確にする文章全体の構成 

ｲ 
構成:段落の役割 

ｲ 
構成:立場、事実や事柄明確に 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｵ 
推敲：表現の効果 

ｴ 
推敲：表記や語句の用法、叙述 

ｴ 
推敲：語句、文、段落相互の関係 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｶ 
交流:表現の仕方に着目して助言 

ｵ 
交流:題材.材料.根拠の意見 

ｵ 
交流:意見、助言、考えを広げる  

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

 

 

ｱ 

文脈上の語句の意味 

ｱ 

抽象的な概念・心情を表す語句 

 ・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

   

ｳ 

内容を的確に押さえ要旨を捉える 

ｲ 

中心・付加的な部分の読み分け要約 

ｲ 

文章全体と部分の関係 

・C【読】(説)3-1 ・ B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-2 

・ B【読】(説)3-3   

事実と意見、感想の関係 要旨を捉える  

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-3  

考えを明確にする   

・ S【読】(説)3-5   

ｴ 

 

ｳ 

場面の展開、人物の描写 人物の言動の意味 

 ・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

 ・ B【読】(文)4-2 ・ B【読】(文)4-2 

   

人物の相互関係、心情を捉える  例示や描写の効果 

・C【読】(文)4-1  ・ B【読】(説)3-4 

・ B【読】(文)4-2 

・ B【読】(文)4-3   

優れた叙述について考えをまとめる 

ｴ 

文章構成・展開、表現の特徴 

ｳ 

構成や展開、表現の仕方について根拠を明確に  

・S【読】(文)4-5 4-4（中 1） ・S【読】(説)3-5 ・ S【読】(説)3-5 

 ・ S【読】(文)4-4 ・ S【読】(文)4-4 

   

   

   

ｵ 

考えを広げ、深める 

ｵ 

ものの見方・考え方を広げる 

ｴ 

見方・考え方の知識・体験関連付け  

・A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-3 

・ A【読】(文)4-4 4-5（中 1） ・A【読】(文)4-3 ・ A【読】(文)4-3 

 
 

  

 

ｲ 

 

ｲ 

(ｱ)音声の響き・仕組み 

ｲ 

(ｲ)同音異義語、多義的意味 

 ・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｷ)文や文章の構成 (ｴ)単語の類別 (ｴ)単語の活用 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｸ)敬語の使い方   

・ C【言】2-3   

ｳ 
(ｲ)漢字の由来、特質     

・ C【言】2-1   

 

  ※S～C：設問レベル、【話聞】話す・聞く能力 【書】書く能力、【読】読む能力 

【言】言語についての知識・理解・技能、番号：設問番号、(説)説明的文章、(文)文学的文章 
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２ 結果の分析と考察                      
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.41 

 

第 4 学年 3.29 

第 5 学年 3.19 

第 6 学年 3.13 

中学校 

第 1 学年 3.00 

第 2 学年 3.07 

第 3 学年 2.93 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 54.7 55.9 64.3 67.4 64.8 70.4 61.2

R1 6.6 16.5 20.7 19.6 24.8 28.2 18.6

R2 22.3 30.8 39.7 43.8 45.7 51.1 42.8

R3 46.0 51.8 62.7 68.3 67.1 74.1 65.8

R4 68.6 69.2 80.2 83.9 82.9 82.4 82.0

R5 84.4 81.2 91.0 91.3 89.8 92.2 88.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

6.2%

6.3%

6.9%

4.8%

5.1%

4.7%

5.2%

25.1%

18.0%

15.5%

15.1%

12.5%

8.6%

8.1%

47.0%

52.9%

56.0%

52.5%

51.4%

51.2%

39.6%

13.0%

8.7%

14.4%

17.1%

20.5%

23.6%

34.6%

8.7%

14.3%

7.2%

10.5%

10.5%

11.5%

12.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合はおよそ 69％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 11 ポイン

ト低い状況である。しかし、平成 27 年度で 54％、28 年度で 63％、29 年度で 65％と

目標に近付いてきている。 

 ○学年別にみると、小学校第 3 学年から中学校第 3 学年まで学年進行に伴い R1・2 の全

体に占める割合が増加している。つまずき、学び残しを解消する機会がないままに学

年が進み、中学校第 3 学年では 31％の生徒が何らかのつまずき、学び残しを抱えて

いる状態である。一方、R4・5 も、小学校は学年進行にしたがい割合が減少している

ものの、中学校 3 年間での増減はほぼない。 

 ◎（概括 1）学年進行に伴うつまずき、学び残しを累積させないためには、全ての児

童・生徒の学力状況に応じた指導が必要であることを前提としながらも、R1・2 へ基

礎的・基本的な知識や技能に関する個別指導・支援が必要であり、放課後や長期休業

中の補習などを利用することも効果的である。また、発達特性に応じて、特別支援教

室を利用して言語によるコミュニケーション能力の素地を養うことも考えられる。学

習指導要領に示される目標・内容の系統性を構造的に理解し、探究の過程を明確にし

た学習経験を積み重ねることは必須であり、その際、学力段階と意識・実態調査の結

果を関連付け、児童・生徒一人一人を取り巻く環境や意識も十分に把握したうえで、

学力向上のための手だてを考える。また、方法の連続性を十分に確保した指導をする

ことで、各学年での積み上げを確実に行う。 

 ◎（概括 2）R1・2の増加と R4・5の減少にある学習状況の改善を図る有効な手だては、

児童・生徒同士の交流を活性化させ、学び合いを生かした協同の学びを積極的に取り

入れることである。また、その際には、異校種の協働を通じて教育内容と教育環境の

充実に努め、児童・生徒の内発的な選択の結果として協同に至ることが望ましい。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ○R5 の小学校第 4 学年を除き、R1 から 5 までどの段階も、中学校第 2 学年まで学年進

行にしたがって平均正答率が上昇している。特に R1 から 3 の上昇が大きい。中学校

第 3 学年はどの段階も平均正答率が下がっている。つまずきや学び残しは学年進行に

伴い累積していく。当該学年の基礎的・基本的な事項を確実に身に付けさせる指導の

改善が急務である。個別と協同を効果的に融合して活動する学びを構築する中で、つ

まずきや学び残しを解消し、新たに累積させない指導が必要である。 

◎（概括）そして、これからの学びは、児童・生徒が自ら課題や方法を選び、選ぶから

こそ探究に浸り、浸る先に生まれる新たな課題を共に解決したくなるという内発的な

探究に転換していく必要がある。自らの問いを基に課題をもち、それぞれが最適な言

語活動を選択し、共に考え課題解決に挑む。協同して最適解を求め、対話によって深

い学びを追究する経験は、話す・聞く、書く、読む全ての領域の言語能力を伸ばし、

全ての段階の児童・生徒が活躍する手だてとなるはずである。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

  

イ 観点別 

①話す・聞く能力 

 

②書く能力 

 

③読む能力 

 

④言語についての知識・理解・技能 

 

 

ウ 領域別 

①説明的な文章 

 

②文学的な文章 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、R1・2 ともに、正答率が学年進行に伴って緩やかに上昇する傾

向にある。R1・2 への手だての効果が少しずつ表れていると考えられる。R4・5 は

80％から 90％の正答率であり、十分に基礎力が身に付いていることが分かる。 

 ○「活用」については、小学校第 4 学年の正答率が特に低い。これは「説明的文章」の

「考えを書く」設問が 11.0％、「文学的文章」の「自分の考えを書く」設問が 3.1％

と通過率が極端に低かったことに起因する。その原因を細かに分析し、これからの設

問の仕方や指導方法に生かしていく必要がある。 

 

〔観点別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「話す・聞く能力」については、他観点と比較して 80.9％と正答率が高い。背景に

R1 の正答率が 37.1％と高いことが挙げられる。また、R1 と R5 の段階差も 59.3 ポイ

ントと、四つの能力のうちで最も小さい。R1 が力を発揮しやすい能力といえる。 

○「書く能力」に関する課題は依然大きく、53.6％と全観点の中で最も正答率が低い。

中でも中学校第 1 学年は 33.6％である。「よりよい文に書き直す」設問が 25.7％、

「書き換える」設問が 16.5％であったことに主な原因である。また、R1 の正答率は

小学校第 3 学年から中学校第 1 学年まで 10％に届かず、R1・2 の児童・生徒が伸びに

くい能力である。 

 ○「読む能力」では、R1 と 5 の段階差が 73.5 ポイントと、他の能力の段階差と比べて

最も大きい。つまり格差が大きい能力である。 

 ○「言語についての知識・理解・技能」については、当該観点に含まれる設問レベルは

全て基礎 C であり、全ての児童・生徒に確実に習得させる必要のある＝通過率 100％

を目標とする。この基準に照らすと、最も大きな課題を残している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○設問レベル・難易度が完全に同一ではないため慎重に考察する必要があるものの、例

年「文学的な文章」の平均正答率と比較し、「説明的な文章」の正答率が低い傾向に

あった。今年度は、「文学的文章」の正答率が 58.7％、「説明的文章」の正答率が

61.9％と「説明的文章」の方が高い。「説明的文章」の指導において、目標や内容の

系統性を構造的に理解したつながりのある指導が行われ、その効果が表れてきている

と考えられる。 

  

◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料としており、また同個体の経年変化に基づく

考察ではない。よって、正答率の微細な変化や差をもって実態とすることは避けるべ

きである。学力・学習状況には、経済や文化、社会関係といった要因も影響している。 

◎（概括 2）以下の 3 点は、改善策を重点的に考える必要がある。①「書く能力」が他

観点と比較して低い傾向、②「読む能力」での段階差が大きい傾向、③「話す・聞く、

書く、読む能力」の全てで中学校第 2 学年より中学校第 3 学年の正答率が低い点。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア 聞く・話すこと(聞くことの系統) 

  ①「聞くこと」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 1-1 ｴ 大事なことを落とさないように聞く。 

第 4 学年 
基礎 B 1-1 ｴ 話の中心に気を付けて聞く。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 1-1 ｴ 話し手の意図を捉えて聞く。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 1-1 ｴ 情報を聞き出すための適切な質問かを判断する。 

第 3 学年 基礎 B 1-1 ｴ 論理的な構成・展開に注意して書く。 

   

 

イ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(言葉の特徴や決まり) 

②「語句・言葉」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｶ 文中の語句から主語と述語を押さえる。 

第 4 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 修飾語・被修飾語の関係を理解する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 

重文を単文に分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 複文を単文に分ける。 

第 2 学年 基礎 C 2-2 ｴ 自立語と付属語を理解する。 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｴ 単語の活用を理解し、単語を分類する。 
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〔「聞くこと」に関する設問の考察〕 

基礎 B は「基礎的・基本的な知識及び技能」を趣旨とし、全児童・生徒に確実な習

得を目指す内容の設問である。小学校第 3 学年から 5 学年では学年が上がるにつれて

通過率が高くなっている。その理由として、「何について話しているか」「話題の中

心は何か」など、聞き方の指導が教科を超えて日常的・恒常的に行われていることが

ある。朝会後に「校長先生は何について話していたか」と問うことを続けたり、話者

はどんな話題で話していたかと聞き返したりするなど、聞き方の指導の成果といえる。

聞く側だけではなく話す側も、教員、児童・生徒ともに初めに話題や考え・結論を述

べ、次に詳細を話すというように、話し方の工夫も意識しているためと考えられる。 

小学校第 6 学年で通過率が小学校第 4・5 学年と比べて低い理由として、話者が一

人から二人に増えたことが考えられる。各々の意見の意図を捉えるだけでなく、二人

の話の共通点や相違点を聞き分けて判断することが求められるため難易度が高い。聞

く観点、話す観点を意識して聞いたり話したりする指導が必要である。 

中学校第 3 学年は基礎 B レベルで話の構成・展開を問う設問である。通過率が 50％

に達していないのは話の内容に注意が向き、話者の話し方の工夫や展開の仕方等を聞

き取ることに注意が向いていないといえる。話者に関心をもち、真剣に傾聴すること

は言うまでもないが、話の内容だけではなく、話し方や展開など話の形式にも注意を

向けて聞かせるようにしていく必要がある。 

 

〔「語句・言葉」に関する設問の考察〕 

全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C レベルである。小学校第 3 学年の文

中の「主語と述語の関係」をつかむ設問では通過率が 60.7％で、述語の「あそんだ」

を選べても主語の「兄は」を選べない児童が 15.4％いる。また、修飾語を二つ選ぶ

設問で第 4 学年では「きれいな赤い花」の「赤い」のみを選び、「きれいな」を選べ

ない児童が約 15％いることから連体詞を選ぶことが難しいといえる。第 5 学年では

「計画を楽しそうに立てた」で「計画を」のみ選び、「楽しそうに」の副詞を選ばな

い児童が約 52％いる。語彙の学習で大切なことは機械的な知識の注入に終わらない

ことである。児童自らが「なぜか」と問い、共に考え、「そうだったんだ」と納得し、

更にもっと言葉について学習しようという意欲を喚起し、「語彙の学習は楽しい。新

しいこと発見した。」と実感するような学びの過程の工夫が求められる。 

中学校第 2・3 学年の設問は、基礎 C レベルであっても通過率が 60％台にとどまる。

自立語・付属語を含め文法の学習は言葉に決まりがあることを知り、その意味を協同

の学びによって探究することに意義がある。言葉の素晴らしい営みや働きの大きさに

気付くことが学ぶ喜びとなる。また、文章の意味の正確な理解のためには、主語と述

語や修飾語と被修飾語の関係、指示する語句と接続する語句の役割等を正確に捉える

ことが不可欠である。思考力や表現力に語彙の豊かさが密接に関係していることを児

童・生徒自らが気付いていくような言葉の指導の工夫が欠かせない。 
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ウ 書くこと(構成、推敲の系統) 

  ①「構成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5-１ ｲ 簡単な構成の理由を考える。 

第 4 学年 
基礎 B 5-１ ｲ 文章全体における段落の役割を考える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 5-１ ｲ 

文章の構成を考える。 

文章全体における段落の効果を考える。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 5-１ ｲ 段落の役割が明確になるような接続語を考える。 

第 3 学年 基礎 B 5-１ ｲ 伝えたいことが明確になるような接続語を考える。 

 

 

②「推敲」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 文末の間違いを正しく書き直す。 

第 4 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

接続語の間違いを正しく書き直す。 

主語に対応するように述語を書き直す。 第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

主語を入れて１文を分かりやすく書き直す。 

主語等を足して明解な文に書き直す。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 5-2 ｴ 抽象的な表現をわかるように具体的に書き直す。 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 資料を根拠にして適切な文に書き直す。 
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〔「構成」に関する設問の考察〕 

「基礎的・基本的な知識及び技能」を趣旨とし、全児童・生徒に確実な習得を目指す

基礎 B レベルの内容で、文章全体の構成を考える設問である。  

  小学校第 3 学年の R１と 5 との通過率の差が 93.6 ポイントと大きく、無答率も

16.8％と高い。この設問は前学年の『しかけカードの作り方』の構成と同じで、学習

指導要領の指導事項「簡単な構成を考えること」を踏まえている。小学校第 4 学年は

〈はじめに〉の部分の役割を問う設問で通過率が 56.0％、小学校第 5 学年は段落の

役割を問う設問で 69.2％と目標値に満たないことから、構成の形式を学習しても、

なぜその構成にするのか理由や根拠を考えるまでには至っていないのではないかと考

えられる。文章の構成を考えるうえでは、何を書くかという内容面だけではなく、ど

のように書くかという形式面の両方を併せて指導する必要がある。また、一人で考え

ることは当然としても、どのように書くと相手によく伝わるか、分かりやすく伝わる

か、相手意識をもつためには他者との協同の学びが欠かせない。相手に質問したり感

想を述べ合ったりして相手の立場に立ち、他者と共に協同し学び合うことで、よりよ

い文章が書けるようになる。 

  中学校 2・3 学年は通過率が 92％で、グラフに表れているように R2～5 の段階差も

小さく、R1 も約 62％、50％と他学年より高い。9 年間の学びの中で培われたことが

ほとんどの生徒の力となっていることの表れであるといえる。 

 

〔「推敲」に関する設問の考察〕 

  間違いを正したり、よりよい文に書き直したりすることを趣旨とする推敲の設問で

活用 A レベルである。7 学年全ての R1 の通過率をみると、中学校第 1・2 学年を除い

て 0％かそれに近い。無答率も小学校第 3 学年で 81.4％、中学校第 3 学年で 65.6％、

その他の学年も 50～60％台と高いことが分かる。中学校第 3 学年の通過率は全体で

10％に満たない。この設問は本文に考えの根拠が書かれていないために、グラフから

数値を読み取って根拠を付け足す内容である。こういった設問や課題に不慣れのため

に戸惑ったのではないかと考えられる。 

文章の間違いを正しく書き直したりよりよい文章にしたりする学習は、言葉の意

味・文法・文脈の理解など確かな知識を必要とする。そのため、独力では困難が多い。

グループで気付いたことを話し合ったり、なぜ間違っているのかという理由や根拠を

知識や既有事項を基に説明したりしながら、確かめ合ったり納得したりして学習を進

めることが必要である。一人では気付かなくても何人かなら気付くことができるとと

もに、協同で学ぶことの大切さやよさを感じ取り学ぶことの達成感を味わうことがで

きる。推敲は表記上の間違いを正すことだけを意味しない。系統性を構造的に踏まえ

たうえで、小学校中学年はよい表現に書き直し、高学年は表現の効果はどうかといっ

た視点、中学校は説得力のある文章になっているかどうかなど、文章の全体を読んで

よりよい文章とする視点で考える活動を設定していく必要がある。  
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エ 読むこと「説明的な文章」(文章の解釈の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 3-1 ｲ 時間・事柄の順序を考える。 

第 4 学年 
基礎 C 

3-1 
ｲ 内容の中心となる語や文を捉える。 

第 5 学年 3-1 

第 6 学年 
基礎 C 3-1 ｳ 文章の内容の中心を押さえる。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 C 3-1 ｲ 文脈の中における語句の意味を理解する。 

第 3 学年 基礎 C 3-1 ｲ 抽象的な概念を表す語句の意味を捉える。 

 

 

 

②「考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 3-3 エ 文章の中から大事な言葉や文を書き抜く。 

第 4 学年 
活用 A 

3-4 
エ

中心となる語に注意して要点をまとめる。 

文中の言葉を使って文章を要約する。 第 5 学年 3-4 

第 6 学年 
活用 A 3-4 オ 筆者の考えについて自分の考えをもつ。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 3-4 オ 筆者の物の見方について自分考えをもつ。 

第 3 学年 活用 A 3-3 エ 筆者の物の見方や考えについて自分の考えをもつ。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

小学校では書かれている内容の順序や中心を捉え、中学校では言葉の意味を文脈

から理解することを趣旨とした設問であり、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す

基礎 C のレベルである。しかし、小学校第 3・4 学年の通過率はそれぞれ 61.3％、

57.1％である。理由として、教材文を読むことに加え設問文と選択肢の文を含めて読

まなければならないため、その分量を自分で読み通し、文意を理解することまで及ば

ない児童が多いと推測できる。音読や視写を積極的に取り入れ、文章を読み慣れる、

書き慣れることを通して国語の基礎力を高めることが重要である。 

小学校第 5 学年、中学校第 1・2 学年ではともに通過率が約 90％に達し、全学年を

通して無答が少ない。小学校第 3 学年、中学校第 3 学年を除き、R1 の通過率も他設問

に比較して高く、基礎的な読む力が身に付いてきているといえる。 

中学校第 3 学年でどの段階も通過率が下がる理由としては、教材文『哲学のヒント』

の内容の難しさが挙げられる。普段読み慣れていない分野であると考えられる。日常

生活の場で物の見方や考え方、生き方などを友人と語り、読書の幅を広げて学びを人

生や社会につなげて考えるような機会と場をどれだけ提供できるか、どのように提供

するかという視点がこれからは必要となる。読む活動では、一人で読み浸ることが欠

かせない。読み浸ることによって一人では解決できない課題が生まれ、他者の考えを

聞きたい欲求が生まれ、課題を協同で解決する必然性や内発性が生まれる。 

 

〔「考えの形成」に関する設問の考察〕 

全児童・生徒により一層の育成を目指す「思考力・判断力・表現力等」を出題趣

旨とする活用 A の設問である。自分の考えを形成する基礎となる「大事な言葉や文を

書き抜く」小学校第 3 学年の通過率は 23.8％と全学年で最も低い。書き抜く学習は

小学校第 3 学年の要点をまとめ、小学校第 4 学年の文章を要約し、小学校第 5 学年の

要旨をまとめる活動の最も基礎となる重要な指導事項となる。 

叙述の中から大事な言葉や文を見付け、そこにサイドラインを引いたり囲ったり

する学習はどの学年でも重要である。まず、物の名前・数値・場所や位置・動きを表

す動詞・関係を表す接続語などを見付けて囲む。次に、幾つかの文の中から中心文を

捉え、中心文の中から要点を見付けてそれらを囲む。構成面では話題は何か・考えは

どのように書かれているかに注意を向け、事実の文と意見の文を色別にサイドライン

を引くというように、学習法を具体的にし、連続性をもたせる必要がある。 

思考力を高めるために最も必要なことは、主体的な学びになっているかどうかで

ある。主体的な学びに欠かせないのは、児童・生徒が「なぜなのか」「どうしてなの

か」というような「問い」を自らが生み出すことである。問いを解決したいために自

ら考える必要性が生まれ、自分一人では解決できないときにペアや小グループでの他

者と対話を求める。対話を軸に協同の学びを積極的に取り入れる意義が生ずる。他者

と協同してその解を求めていく過程が深い学びに至る探究へとつながる。 
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オ 読むこと「文学的な文章」(文章の解釈／自分の考えの形成の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 4-1 ｳ 場面の様子を想像する。 

第 4 学年 
基礎 C 4-1 ｳ 場面の移り変わりを捉える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 

4-1 

4-1 
ｴ 登場人物の相互関係を捉える。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 C 4-1 ｳ 登場人物の描写から内容を理解する。 

第 3 学年 基礎 C 4-1 ｲ 登場人物の言動の意味を理解する。 

 

 

 

②「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の行動を想像する。 

第 4 学年 
基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の性格を想像する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 B 4-2 ｴ 登場人物の心情を捉える。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 B 4-2 ｳ 登場人物の行動・会話から内容を理解する。 

第 3 学年 基礎 B 4-2 ｲ 登場人物の言動の意味を理解する。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

   小学校は場面を中心に様子や移り変わりをつかみ、中学校は人物の相互関係や描写

から内容を理解することを趣旨とした基礎 C の設問である。中学校第 2 学年以外は通

過率が 80％に届かず、小学校第 5・6 学年、中学校第 1 学年は 60％台である。 

小学校第 5 学年が 60％台である理由として、場面の移り変わりとは何かが捉えら

れていないことが挙げられる。場面の転換の軸は時間の場合もあれば登場人物の気持

ちの変化や出来事の場合もあり、物語の描き方によって違うことに児童・生徒自らが

気付く指導が必要である。小学校第 6 学年、中学校第 1 学年が 60％台である理由とし

て、中学年までは一人一人の人物に焦点を当てて読んでいたが、高学年では中心人物

が対人物との関わりの中でどのように事が進んでいくのかという読み方をすることが、

特に R3 以下に十分に理解されていないと考えられる。内容・事項の系統性を踏まえ、

教授すべき場面では的確に教えることも大切である。 

また、通過率が低い理由としては、語彙の不足も挙げられる。「山のふもと」

「熱でうるんだ目」「雪まみれ」といった言葉の意味を理解していなければ解答でき

ない。学力を支える語彙を豊かにする小学校低学年からの改善が早急に求められる。 

 

〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

  小学校では人物の気持ち・性格・心情をつかみ、中学校では人物のより深い心情を

捉えることを趣旨とした基礎 B レベルの設問である。小学校第 4 学年から 6 学年にか

けて通過率が上がり、中学校では第 1 学年から徐々に下がってきている。 

  その理由として、一つは人物の心情が具体的な言葉からより抽象的な言葉で表現さ

れていることの難しさ、二つは選択肢の文を読み共通点や相違点を読み比べることの

難しさが挙げられる。抽象的な言葉を理解するために、語彙を上位語・下位語等の構

造として認識する視点、抽象と具体とを往還する視点、使用語彙と理解語彙との両面

から意識して増やす視点を普段の指導から工夫することが必要である。語彙は他者と

の対話の中で磨かれる。分かるように説明したい、詳しく話したい、考えたことを正

確に書きたいなど、実の場を増やすことが最も効果的である。 

文や言葉を対比して読むことは、論理的な思考力を高めるために有効な読み方で

ある。しかし、対比には内容の対比と表現の対比があることを踏まえて指導しなけれ

ばならない。国語の知識・技能の習得においては、「何を学ぶか」「どのように習得

するか」の視点と習得した知識・技能を「どのように使うか」の視点が質の高い学び

を保証するものとなる。同時に、他者と対話しながら多様な読みに触れることによっ

て自己の読みが広がったり深まったりする「学ぶ楽しさ」が基盤とする。物語に最も

必要なことにしてその始発点となるのは、一人一人が読み浸ることである。読み浸る

ことで豊かな感性が磨かれる。心に強く残ったことや立ち止まって考えたいところに

課題が生まれる独力が解決できない課題の解を求めて他者との対話・協同が生じ、そ

れが結果として国語の学び方を育むことにもつながる。 
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4
.4

1
0

6
2
.5

6
9
.0

1
0
.2

3
4
.5

6
3
.7

8
3
.2

9
3
.4

6
3
7
.5

3
0
.8

0
.7

2
.1

1
6
.4

4
4
.4

6
9
.5

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
7
5
.9

1
4
.1

4
5
.1

7
0
.5

9
0
.6

9
7
.9

3
1
8
.8

3
5
5
.4

3
.2

9
.5

3
9
.6

7
8
.1

9
3
.9

8
5
0
.0

4
4
8
.2

2
.5

1
5
.8

4
0
.2

6
0
.9

7
8
.3

3
1
8
.8

5
5
7
.0

1
5
.8

3
7
.3

5
1
.3

6
5
.0

8
2
.5

5
3
1
.3

A
6
4
.5

1
5
.1

4
0
.4

5
8
.9

7
5
.3

8
8
.6

4
2
5
.0

B
4
1
.8

3
.0

1
4
.6

3
3
.9

5
2
.3

7
1
.8

4
2
5
.0

C
5
4
.6

2
.1

1
7
.1

4
6
.6

6
9
.5

8
4
.7

3
1
8
.8

D
5
5
.4

3
.2

9
.5

3
9
.6

7
8
.1

9
3
.9

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

3
1
8
.8

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

5
.2

%
8
.1

%
3
9
.6

%
3
4
.6

%
1
2
.5

%

5
3
1
.3

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

1
1

6
8
.8

2
1
2
.5

3
1
8
.8

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
国

語
科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

表
現

文
学

的
文

章

説
明

的
文

章

音
声

言
語

・
言

語
事

項

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

読
む

能
力

書
く

能
力

話
す

・
聞

く
能

力

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.2

%

8
.1

%

3
9
.6

%

3
4
.6

%

1
2
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
主
語
・
述
語
の
関
係
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
60
.7
％
】
 

つ
ぎ
の
文
か
ら
、
主
語
（「

何
が
」「

何
は
」
に
あ
た
る
こ
と
ば
）
と
述
語
（「

ど
う
し
た
」「

ど

う
す
る
」
に
あ
た
る
こ
と
ば
）
を
え
ら
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
 
正
答
 
イ
、
カ

 
(ア

)わ
た
し
の
 (
イ
)兄

は
 (
ウ
)日

曜
日
に
 (
エ
)公

園
で
 (
オ
)友

だ
ち
と
 (
カ
)あ

そ
ん
だ
。
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

60
.7
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
93
.9
％
、
R4
＝
76
.8
％
、
R3
＝

50
.3
％
、
R2
＝
26
.6
％
、
R1
＝
5.
1％

で
あ
り
、
ど
の
段
階
間
の
差
も

17
～
26

ポ
イ
ン
ト
と
差
が
大

き
い
。
正
答
は
主
語
が
(イ

)の
「
兄
は
」、

述
語
が
(カ

)の
「
あ
そ
ん
だ
」
で
あ
り
、
完
答
と
な
る
。

主
語
と
述
語
の
ど
ち
ら
も
間
違
え
て
い
る
場
合
が

12
.6
％
、
ど
ち
ら
か
に
誤
答
が
み
ら
れ
る
場
合

が
22
.7
％
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
主
語
を
間
違
え
て
述
語
が
あ
っ
て
い
る
場
合
が

15
.4
％
、
主
語

は
正
し
い
が
述
語
を
間
違
え
て
い
る
場
合
が

7.
3％

で
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
 
主
語
と
述
語
の
関
係
を
理
解
し
切
れ
て
い
な
い
児
童
が

40
％
程
度
で
、
基
礎

C
レ
ベ
ル
の
設
問
と

し
て
は
低
い
。
誤
答
の
う
ち
、
特
に
、
主
語
の
誤
答
が
述
語
の
誤
答
の
倍
に
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
原
因
と
し
て
、
文
の
始
ま
り
に
出
て
く
る
言
葉
が
主
語
で
あ
る
と
機
械
的
に
捉
え
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
、
人
称
を
表
す
言
葉
が
「
わ
た
し
」「

兄
」
と
複
数
出
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
語

が
複
数
の
場
合
を
つ
か
み
に
く
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

主
語
と
述
語
を
探
す
際
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず
述
語
（「

ど
う
し
た
」「

ど
う
す
る
」）

の
「
あ
そ

ぶ
」
を
押
さ
え
、「

あ
そ
ん
だ
」
の
は
誰
か
と
考
え
れ
ば
、
主
語
（「

何
が
」「

何
は
」）

は
「
兄
は
」

と
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
見
付
か
っ
た
主
語
「
兄
は
」
と
述
語
「
あ
そ
ん
だ
」
の
言
葉
を
つ
な

げ
る
だ
け
で
も
正
し
い
意
味
の
文
が
完
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
主
語
と
述
語
の
関
係
を
理
解
し
た
り

活
用
し
た
り
す
る
学
習
が
不
足
し
て
い
た
と
考
え
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

主
語
・
述
語
の
関
係
を
つ
か
む
こ
と
が
正
確
に
文
章
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
こ
と
を
児
童
が
実
感
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
に
困
っ
た
経
験
を
想
起
し
た
り
、
絵

で
描
い
た
り
文
章
で
書
き
表
し
た
り
し
て
、
場
面
や
状
況
を
設
定
し
た
り
し
て
実
感
さ
せ
る
。
 

（
2）

主
語
と
述
語
の
関
係
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
意
識
し
て
、
話
し
た
り
聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
こ
と
を
日
常
の
生
活
や
学
習
に
習
慣
付
け
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
主
語
・
述

語
の
関
係
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
表
現
に
結
び
付
け
る
。
 

（
3）

主
語
・
述
語
の
関
係
を
読
む
こ
と
と
関
連
付
け
、
主
語
と
述
語
を
色
別
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引

き
、「

だ
れ
が
」「

ど
う
し
た
」
を
視
覚
的
に
す
る
こ
と
で
文
の
意
味
が
理
解
で
き
る
。
文
と
文

の
つ
な
が
り
や
相
互
の
関
係
を
つ
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
正
確
に
文
章
の
意
味
が
読
め
る
。
 

【
時
間
・
事
柄
の
順
序
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
62
.4
％
】
 

 す
み
れ
は
花
を
さ
か
せ
た
あ
と
に
、
み
を
つ
け
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。
じ
ゅ
ん

ば
ん
が
正
し
い
も
の
を
一
つ
え
ら
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 

ア
 み

の
中
か
ら
た
ね
が
い
き
お
い
よ
く
と
び
出
す
。
イ
 よ

く
晴
れ
た
日
に
、
み
が
三
つ
に
さ
け
て
ひ
ら
く
。
 

ウ
 と

び
出
し
た
た
ね
が
近
く
の
地
面
に
お
ち
る
。
 
 
 

①
 

 
ア
→
イ
→
ウ
 
 
②
 
イ
→
ア
→
ウ
 
 
③
 
イ
→
ウ
→
ア
 
 
正
答
 
②
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

62
.4
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
95
.8
％
、
R4
＝
78
.5
％
、
R3
＝

50
.2
％
、
R2
＝
25
.2
％
、
R1
＝
5.
1％

で
あ
る
。
 

正
答
は
、
②
で
あ
る
。
最
多
の
誤
答
は
「
そ
の
他
」
の

22
.5
％
で
あ
る
。「

そ
の
他
」
は
答
え
方

を
誤
っ
た
も
の
で
、
記
号
「
①
・
②
・
③
」
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
記
号
「
ア
・
イ
・
ウ
」

を
選
び
、
記
入
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
い
で
①
を
選
ん
だ
が

7.
7％

、
③
を
選
ん
だ
が

3.
6％

、
そ
し
て
無
答
が

3.
9％

で
あ
る
。

 
 

■
 
考
察
 

設
問
の
初
め
の
文
「
す
み
れ
は
花
を
さ
か
せ
た
あ
と
に
、
み
を
つ
け
ま
す
。」

は
、
本
文
と
同
じ

で
あ
り
、
順
に
読
ん
で
い
く
と
、「

よ
く
晴
れ
た
日
に
、
み
は
、
三
つ
に
さ
け
て
ひ
ら
き
ま
す
。」

と

い
う
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
記
号
が
「
イ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
選
択
肢
を
②
と
③
と

に
絞
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
か
ら
②
と
解
答
し
た
の
は
、
接
続
詞
「
そ
し
て
」
に
続
く
文

「
み
の
中
か
ら
、
た
ね
が
い
き
お
い
よ
く
と
び
出
し
ま
す
。」

が
次
に
続
く
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
文
に
は
接
続
詞
が
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
二
つ
の
文
の
順
序
を

読
み
取
れ
ず
に
③
と
解
答
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
①
②
③
の
い
ず
れ
で
も
な
い
「
そ
の
他
」
が
他
設
問
に
比
べ
て

22
.5
％

と
高
い
。
理
由
と
し
て
、
設
問
文
を
最
後
ま
で
読
ま
ず
、「

す
み
れ
は
･･
･そ

の
あ
と
、
ど
う
な
り
ま

す
か
。」

の
部
分
だ
け
を
読
み
、
そ
の
答
え
と
し
て
「
イ
」
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

■
 
改
善
策
 

（
1）

順
序
に
は
時
間
の
順
序
と
事
柄
の
順
序
が
あ
る
。
事
柄
の
順
序
に
は
、
事
物
の
作
り
方
の
手
順

な
ど
文
章
の
内
容
に
関
わ
る
順
序
と
、
文
章
構
成
な
ど
文
章
表
現
上
の
順
序
の
二
つ
の
面
が
あ

る
。
そ
れ
を
意
識
し
て
指
導
す
る
。
 

（
2）

事
柄
の
順
序
に
着
目
す
る
と
は
、
接
続
語
、
時
を
表
す
言
葉
、
し
た
こ
と
（
す
る
こ
と
）
を
表

す
動
詞
、
文
末
の
書
き
方
等
表
現
に
関
わ
る
言
葉
に
着
目
し
て
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
着

目
し
た
言
葉
を
手
掛
か
り
し
、
事
柄
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
序
が
正
確
に
読

め
る
よ
う
に
な
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

し
手

の
話

の
中

心
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
2
.1

5
3
.9

8
0
.6

9
3
.2

9
7
.9

9
9
.2

1
.0

1
5
.6

1
.8

0
.2

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.2

1
7
.5

4
8
.9

7
6
.5

9
0
.3

9
7
.9

4
.4

2
8
.6

1
3
.4

3
.5

0
.5

0
.0

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
反

対
の

意
味

を
表

す
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
5
.2

6
0
.4

8
9
.1

9
6
.8

9
8
.7

9
9
.0

0
.6

1
1
.0

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
飾

語
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
7
2
.7

2
7
.3

4
3
.7

6
9
.6

8
7
.9

9
4
.9

0
.8

1
4
.3

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

国
語

辞
典

に
出

て
く

る
語

句
の

順
序

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
0
.0

3
5
.7

7
0
.8

9
2
.3

9
8
.3

9
9
.5

1
.0

1
4
.9

2
.1

0
.2

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
中

か
ら

問
題

（
問

い
）

を
表

し
て

い
る

文
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

5
7
.1

2
0
.1

3
9
.1

5
0
.3

6
9
.8

8
9
.2

1
.4

2
2
.1

2
.5

0
.3

0
.1

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

考
え

の
文

を
区

別
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
2
.7

6
.5

1
0
.9

4
2
.4

7
9
.1

9
2
.8

2
.2

2
6
.0

3
.5

1
.2

0
.3

0
.0

8
3

3
 

段
落

相
互

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
文

と
文

の
相

互
関

係
を

表
す

接
続

語
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
1
.9

1
8
.2

4
5
.1

8
2
.8

9
7
.5

9
9
.0

1
.8

2
7
.3

3
.9

0
.3

0
.3

0
.0

9
3

4
要

点
や

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

引
用

・
要

約
す

る
こ

と
段

落
の

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
要

点
を

ま
と

め
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
4
5
.4

5
.2

1
5
.1

3
7
.0

6
4
.3

8
2
.3

1
2
.5

5
0
.0

2
9
.2

1
3
.4

3
.2

0
.5

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
1
.0

0
.0

1
.1

5
.6

1
5
.1

3
7
.7

1
4
.0

5
5
.8

3
2
.0

1
4
.1

4
.9

2
.1

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

に
注

意
し

な
が

ら
叙

述
を

基
に

想
像

す
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.0

1
8
.2

3
3
.1

7
5
.6

9
3
.0

9
7
.9

3
.2

3
4
.4

1
1
.3

1
.2

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.0

1
4
.9

2
9
.6

6
7
.4

8
6
.7

9
1
.0

3
.2

3
5
.7

1
1
.3

1
.1

0
.0

0
.0

1
3

4
3

人
物

や
情

景
の

描
写

な
ど

に
つ

い
て

注
意

し
て

読
む

こ
と

人
物

の
行

動
の

意
味

を
考

え
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
2
8
.4

1
.3

7
.0

2
2
.7

3
6
.3

6
3
.8

9
.9

5
3
.2

3
1
.3

7
.8

2
.2

1
.3

1
4

4
4

 
登

場
人

物
の

気
持

ち
の

変
化

を
想

像
す

る
こ

と
登

場
人

物
の

気
持

ち
の

変
化

を
想

像
し

て
書

く
自

由
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
5
.4

0
.0

8
.5

2
4
.6

5
5
.1

7
6
.4

1
5
.0

6
0
.4

4
1
.2

1
5
.2

3
.1

1
.3

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
3
.1

0
.0

0
.0

1
.2

4
.1

1
2
.6

1
6
.4

6
6
.9

4
4
.0

1
6
.0

4
.1

2
.6

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

「
初

め
・

中
・

終
わ

り
」

の
文

章
の

構
成

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.0

1
3
.0

2
1
.8

4
7
.8

7
8
.2

8
9
.0

8
.5

4
2
.2

2
5
.7

8
.0

0
.8

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
の

間
違

い
を

正
し

く
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
0
.0

1
.9

7
.4

2
4
.2

4
2
.2

5
8
.5

1
4
.5

6
2
.3

4
2
.3

1
4
.6

1
.7

0
.0

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
3
.0

1
.9

2
.5

2
1
.5

5
1
.5

8
0
.3

2
2
.5

6
8
.8

5
4
.6

2
5
.2

6
.2

1
.8

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
5
5
.9

1
6
.5

3
0
.8

5
1
.8

6
9
.2

8
1
.2

1
1

6
1
.1

7
4
.5

2
6
.0

4
6
.6

7
2
.2

8
8
.9

9
5
.4

7
3
8
.9

2
6
.6

1
.5

5
.9

1
9
.5

3
8
.4

5
8
.8

0
0
.0

1
#

D
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/0
!

#
D

IV
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!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
8
4
.6

3
5
.7

6
4
.8

8
4
.9

9
4
.1

9
8
.6

3
1
6
.7

3
3
9
.7

5
.6

1
0
.6

3
1
.2

5
7
.3

7
5
.9

1
0

5
5
.6

4
4
6
.0

8
.4

1
8
.9

4
1
.0

6
0
.1

7
4
.3

3
1
6
.7

5
8
6
.0

4
1
.1

6
7
.8

8
6
.2

9
5
.0

9
7
.8

5
2
7
.8

A
8
5
.4

3
9
.0

6
6
.6

8
5
.7

9
4
.6

9
8
.1

5
2
7
.8

B
4
9
.6

1
0
.0

2
2
.3

4
3
.6

6
5
.2

8
0
.2

5
2
7
.8

C
4
2
.4

6
.9

1
5
.6

3
8
.3

5
5
.0

6
8
.4

3
1
6
.7

D
3
9
.7

5
.6

1
0
.6

3
1
.2

5
7
.3

7
5
.9

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

4
.7

%
8
.6

%
5
1
.2

%
2
3
.6

%
1
1
.9

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

2
1
1
.1

6
3
3
.3

1
3

7
2
.2

1
5
.6

4
2
2
.2

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.7

%

8
.6

%

5
1
.2

%

2
3
.6

%

1
1
.9

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
事
実
と
意
見
の
関
係
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
52
.7
％
】
 

筆
者
の
意
見
が
書
か
れ
て
い
る
文
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ

う
。

 
（
正
答
）
エ
 
日
本
の
花
火
が
見
事
な
の
は
、
す
ぐ
れ
た
ぎ
じ
ゅ
つ
力
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
お

か
げ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

52
.7
％
で
あ
っ
た
。
段
階
的
に
み
る
と
、
R1
＝
6.
5％

、
R2
＝
10
.9
％
、
R3
＝

42
.4
％
、
R4
＝
79
.1
、
R5
＝
92
.8
％
で
あ
り
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
に
確
実
に
習
得
さ
せ
る
基
礎

B

の
設
問
と
し
て
は
、
R3

の
通
過
率
、
特
に

R１
・
2
が
低
い
。
無
答
の
割
合
は
全
体
で

2.
2％

と
少

な
く
、
誤
答
の
割
合
が
多
い
も
の
は
、
イ
が

26
.6
％
、
次
い
で
ウ
の

12
.3
％
で
あ
る
。
選
択
肢
ア

イ
・
ウ
は
、
事
例
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
内
容
で
事
実
が
書
か
れ
て
い
る
文
で
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
正
答
エ
は
、
文
末
の
表
現
に
着
目
す
る
と
、「

～
と
考
え
ら
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

意
見
の
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
本
文
の
最
後
の
段
落
の
要
約
文
で
あ
る
こ
と
に
気
付
け

ば
、
筆
者
の
考
え
は
た
い
て
い
終
わ
り
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
正
答
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

誤
答
の
ア
は
「
わ
り
火
薬
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
ウ
は
「
星
火
薬
」
の
作
り
方

を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
事
実
の
文
で
あ
る
。
イ
は
「
星
火
薬
」
を
説
明
し
て
い
る
の

で
事
実
の
文
で
あ
る
が
、
話
題
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
イ
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
実
と
意
見
の
区
別
を
読
み
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
が
多

い
こ
と
が
分
か
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

事
実
と
意
見
の
区
別
を
読
み
分
け
る
と
き
は
、
事
実
と
意
見
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て

書
か
れ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
と
、
文
章
に
お
け
る
事
実
と
意
見
の
記
述
の
仕
方
が
ど
の

よ
う
に
違
う
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
の
両
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

事
実
と
意
見
の
区
別
を
読
み
分
け
る
と
き
は
文
末
の
記
述
の
仕
方
の
違
い
に
着
目
す
る
。
意
見

の
文
は
「
～
と
考
え
た
。」
「
～
と
思
う
。」
「
～
だ
ろ
う
。」

等
の
書
き
方
を
す
る
こ
と
に
気
付
か

せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

(3
) 

説
明
的
文
章
を
読
む
と
き
は
、
文
章
全
体
の
構
成
か
ら
大
体
を
つ
か
ま
せ
て
か
ら
細
部
を
読
む

よ
う
な
読
み
方
を
指
導
す
る
。
最
初
に
何
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
文
章
か
話
題
を
つ
か
み
、
そ
の

話
題
が
ど
の
よ
う
な
「
問
い
」
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
か
を
見
付
け
る
。
次
に
、
文
章
全
体
を
見

渡
し
て
、「

問
い
」
の
答
え
が
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
を
つ
か
み
、
最
後
に
話
題
に
対
す
る
筆

者
の
考
え
が
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
を
つ
か
む
よ
う
に
す
る
。
 

 
【
文
章
全
体
に
お
け
る
段
落
の
役
割
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

5（
1）

 
基
礎

B 
56
.0
％
】
 

＜
は
じ
め
に
＞
の
部
分
は
、
上
の
文
章
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
わ
り
を
し
て
い
ま
す
か
。

役
わ
り
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
 
（
正
答
）
ア
 
全
体
の
話
題
を
し
め
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
イ
 
文
章
の
ま
と
め
を
し
め
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
ウ
 
話
題
に
そ
っ
た
具
体
例
を
し
め
し
て
い
る
。

 
 ■
 
分
析
 

 
「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
文
章
構
成
を
捉
え
た
う
え
で
、
そ
の
役
割
を
選
ぶ
設
問
で
あ
る
。
全
体

の
通
過
率
は

56
.0
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
み
る
と
、
R1
＝
13
.0
％
、
R2
＝
21
.8
％
、
R3
＝
47
.8
％
、

R4
＝
78
.2
％
、
R＝

89
.0
％
と
な
っ
て
い
る
。
最
多
の
誤
答
は
、
ウ
の

28
.5
％
で
あ
っ
た
。
無
答
の

割
合
は
全
体
で
は

8.
5％

と
低
い
が
、
R1

は
42
.2
％
で
他
段
階
と
比
べ
る
と
高
い
。
基
礎

B
の
選
択

形
式
の
設
問
で
あ
る
た
め
も
う
少
し
高
い
通
過
率
が
期
待
さ
れ
る
が
、
特
に
下
位
の
段
階
の
誤
答
率
、

無
答
率
が
期
待
に
届
い
て
い
な
い
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
文
章
を
読
む
と
き
に
「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
構
成
で
話
の
全
体
を
捉
え
る
こ
と
や
、
自
分
の

思
い
や
考
え
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
簡
単
な
構
成
で
文
章
を
書
く
活
動
は
低
学
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、

三
部
構
成
の
文
章
に
は
慣
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
は
、「

初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
書
き

出
し
に
そ
れ
ぞ
れ
<は

じ
め
に
><
分
か
っ
た
こ
と
―
む
し
歯
の
原
因
><
終
わ
り
に
>と

小
見
出
し
が
付

い
て
お
り
、
構
成
は
捉
え
や
す
い
と
い
え
る
。
 

本
文
が
「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
構
成
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
て
も
、
全
体
に
お
け
る
各
段

落
の
役
割
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
選
択
肢
に
あ
る
「
話
題
、
ま
と
め
、
具
体
例
」

と
い
う
言
葉
が
構
成
と
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
児
童
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
誤
答
ウ
を
選
択
し
て
し
ま
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
<は

じ
め
に
>に

書
か
れ
て
い
る
母
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
「
具
体
例
」
で
あ
る
と
思
い
違
い
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

段
落
の
役
割
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
内
容
の
理
解
か
ら
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
構
成
の
形

式
等
、
表
現
の
仕
方
か
ら
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
内
容
と
表
現
と
は
車
の
両
輪
と
同
じ

役
割
を
果
た
す
。
 

（
2）

文
章
を
書
く
と
き
は
出
来
事
や
自
分
の
考
え
を
「
初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
三
部
構
成
で
ま
と

め
る
よ
う
指
導
す
る
。
短
い
文
章
で
あ
っ
て
も
日
常
的
に
文
章
の
構
成
を
意
識
さ
せ
る
。
 

（
3）

話
す
と
き
は
内
容
の
ま
と
ま
り
で
話
す
よ
う
に
す
る
。「

初
め
・
中
・
終
わ
り
」
の
構
成
を
意

識
し
、
聞
く
人
に
も
分
か
る
よ
う
に
段
落
と
段
落
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
聞
く
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

の
要

点
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
6
.5

8
1
.1

9
1
.5

9
7
.5

9
9
.3

1
0
0
.0

0
.3

5
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

分
か

ら
な

い
点

や
確

か
め

た
い

点
を

質
問

す
る

自
由

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
7
.8

3
7
.9

6
8
.4

9
1
.1

9
7
.8

9
9
.4

4
.6

3
0
.2

1
3
.4

2
.5

0
.3

0
.0

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
語

句
の

類
別

を
理

解
し

、
種

類
が

異
な

る
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

2
1
.3

1
3
.6

9
.5

1
4
.3

2
7
.3

6
2
.0

0
.8

7
.7

0
.7

0
.5

0
.0

0
.3

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
3
7
.6

1
3
.6

2
0
.2

2
9
.3

5
2
.6

8
1
.2

0
.4

7
.7

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

漢
字

辞
典

の
引

き
方

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
6
.6

3
0
.8

6
2
.3

9
0
.6

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.5

8
.3

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

中
心

的
な

内
容

を
押

さ
え

、
小

見
出

し
を

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
2
.9

4
3
.8

8
1
.8

9
6
.6

9
9
.3

1
0
0
.0

0
.6

1
0
.7

0
.0

0
.0

0
.1

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

意
見

の
文

の
記

述
の

仕
方

の
違

い
に

気
付

く
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
4
.1

2
9
.0

4
4
.3

5
0
.1

6
4
.6

7
7
.7

1
.0

1
0
.7

1
.2

0
.5

0
.1

0
.0

8
3

3
段

落
相

互
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

文
と

文
の

相
互

関
係

を
表

す
接

続
語

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
0
.5

4
2
.0

7
6
.2

9
3
.6

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.8

1
1
.2

0
.5

0
.2

0
.1

0
.0

9
3

4
 

要
点

や
細

か
い

点
に

注
意

し
て

読
み

、
引

用
・

要
約

す
る

こ
と

文
中

の
言

葉
を

使
っ

て
文

章
を

要
約

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
1
.0

1
.8

7
.8

3
3
.9

6
5
.3

8
7
.0

6
.5

4
0
.2

1
6
.8

4
.2

0
.7

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
8
.3

2
.4

7
.8

3
0
.3

6
2
.7

8
4
.1

1
3
.7

5
2
.7

3
2
.8

1
2
.0

3
.4

0
.0

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
0
.1

1
8
.9

3
9
.4

5
5
.8

7
8
.1

9
1
.3

1
.8

2
0
.7

3
.6

0
.6

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
7
.4

2
6
.0

5
5
.2

7
7
.8

9
2
.7

9
6
.8

1
.1

1
7
.8

1
.2

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

4
3

人
物

や
情

景
の

描
写

な
ど

に
つ

い
て

注
意

し
て

読
む

こ
と

人
物

の
描

写
や

気
持

ち
を

想
像

す
る

。
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
5
.6

1
.8

7
.1

4
0
.9

7
1
.6

8
5
.2

1
0
.6

5
3
.3

2
6
.8

7
.8

2
.4

0
.6

1
4

4
4

 
登

場
人

物
の

気
持

ち
の

変
化

を
想

像
す

る
こ

と
登

場
人

物
の

気
持

ち
の

変
化

を
想

像
し

て
書

く
自

由
記

述
通

常
活

用
A

●
■

7
2
.6

5
.9

3
4
.1

7
4
.9

9
4
.1

9
8
.0

6
.2

4
7
.3

1
7
.3

2
.7

1
.0

0
.0

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
7
5
.1

7
.7

4
0
.4

7
8
.2

9
3
.5

9
8
.6

8
.5

5
5
.6

2
7
.3

4
.0

0
.7

0
.3

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.2

1
1
.2

2
9
.7

6
9
.7

9
1
.9

9
7
.7

4
.2

3
4
.3

1
1
.9

1
.8

0
.1

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
を

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
2
.8

1
.2

9
.2

3
6
.2

6
7
.6

8
6
.7

1
0
.6

5
1
.5

2
9
.9

7
.4

1
.5

0
.9

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
7
.1

4
.1

2
9
.7

6
8
.7

8
8
.1

9
3
.3

1
4
.8

6
2
.7

4
3
.8

1
1
.3

1
.0

0
.3

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
4
.3

2
0
.7

3
9
.7

6
2
.7

8
0
.2

9
1
.0

1
1

6
1
.1

7
0
.4

3
1
.6

5
2
.6

6
9
.7

8
1
.9

9
1
.5

7
3
8
.9

5
4
.6

3
.6

1
9
.4

5
1
.9

7
7
.5

9
0
.4

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
9
2
.1

5
9
.5

7
9
.9

9
4
.3

9
8
.5

9
9
.7

3
1
6
.7

3
5
9
.7

5
.5

2
2
.9

5
8
.2

8
2
.5

9
2
.6

1
0

5
5
.6

4
6
4
.8

1
7
.9

3
9
.4

6
3
.2

8
2
.1

9
1
.9

3
1
6
.7

5
4
8
.5

1
9
.3

3
0
.7

4
4
.7

5
9
.6

8
1
.1

5
2
7
.8

A
6
6
.0

3
5
.4

5
0
.4

6
4
.6

7
5
.1

8
8
.5

5
2
7
.8

B
6
3
.4

2
3
.8

4
3
.6

6
0
.9

7
8
.1

8
9
.7

5
2
7
.8

C
6
6
.2

1
2
.1

3
5
.2

6
5
.5

8
6
.0

9
4
.0

3
1
6
.7

D
5
9
.7

5
.5

2
2
.9

5
8
.2

8
2
.5

9
2
.6

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.1

%
1
2
.5

%
5
1
.4

%
2
0
.5

%
1
0
.5

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

1
5
.6

7
3
8
.9

1
2

6
6
.7

1
5
.6

5
2
7
.8

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.1

%

1
2
.5

%

5
1
.4

%

2
0
.5

%

1
0
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

C 
21
.3
％
】
 

言
葉
を
分
類
し
ま
し
た
。
分
類
の
し
か
た
が
、
他
と
ち
が
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
ア
 
野
球
・
投
げ
る
・
速
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■
 
分
析
 

ア
～
エ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
設
問
で
あ
る
。
イ
は
接
続
詞
、
ウ
は
形
容

詞
、
エ
は
動
詞
で
、
同
じ
品
詞
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ア
は
、「

名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
」
の
組
み

合
わ
せ
で
誤
り
で
あ
る
。
無
答
は

0.
7％

、
通
過
率
は

21
.3
％
で
基
礎

C
と
し
て
は
低
い
。
段
階
別

通
過
率
は
、
R1
＝
13
.6
％
、
R2
＝
9.
5％

、
R3
＝
14
.3
％
、
R4
＝
27
.3
％
、
R5
＝
62
.0
％
で
あ
っ
た
。

他
の
設
問
の
多
く
は
、
R4
・
5
の
通
過
率
が

70
～
80
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、
本
設
問
で
は
ど

の
段
階
に
お
い
て
も
通
過
率
が
低
い
。
誤
答
は
、
イ
（
だ
か
ら
・
し
か
し
・
つ
ま
り
）
21
.2
％
、
ウ

（
赤
い
・
長
い
・
楽
し
い
）
が

43
.8
％
、
エ
（
食
べ
る
・
歩
く
・
飛
ぶ
）
は

16
.1
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
選
択
肢
の
中
に
分
類
す
る
言
葉
が
三
つ
ず
つ
記
さ
れ
て
お
り
、
分
類
の
手
掛
か
り
と
な
る
言
葉
が

多
か
っ
た
も
の
の
通
過
率
が
低
い
。
そ
の
要
因
の
主
な
も
の
と
し
て
、「

言
葉
を
分
類
す
る
」
と
い

う
意
味
を
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
児
童
が
多
か
っ
た
と
考
え
る
。
 

「
分
類
」
を
「
仲
間
分
け
」
だ
と
考
え
た
場
合
、（

野
球
・
投
げ
る
・
速
い
）
と
い
う
言
葉
は

「
野
球
の
仲
間
」
だ
か
ら
正
し
い
と
思
っ
た
た
め
選
択
肢
か
ら
除
い
た
と
考
え
る
。
イ
は
接
続
詞
で

「
し
か
し
」
だ
け
が
逆
説
の
働
き
だ
か
ら
他
と
違
う
と
考
え
て
選
択
肢
か
ら
選
ん
だ
と
推
測
で
き
る
。

誤
答
と
し
て
最
も
多
く
選
択
さ
れ
た
ウ
（
赤
い
・
長
い
・
楽
し
い
）
は
、
品
詞
に
よ
る
分
類
や
働
き

の
違
い
で
は
な
く
、
言
葉
の
印
象
と
し
て
別
々
の
言
葉
の
意
味
（
色
、
状
態
、
感
情
）
と
し
て
捉
え

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
 

 
 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
語
句
の
性
質
上
で
の
類
別
（
物
の
名
前
を
表
す
語
句
、
動
き
を
表
す
語
句
、

様
子
を
表
す
語
句
）
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
 

 
 

■
 
改
善
策
 

（
1）

語
句
の
性
質
を
理
解
す
る
に
は
、
言
葉
は
文
章
を
構
成
す
る
最
小
の
単
位
と
捉
え
る
観
点
（
文

章
→
段
落
→
文
→
文
節
→
単
語
→
品
詞
）
と
語
句
を
構
造
的
に
捉
え
る
観
点
（
名
詞
・
動
詞
・

形
容
詞
・
副
詞
、
上
位
語
と
下
位
語
等
）
が
必
要
で
あ
る
。
言
葉
を
構
造
的
に
捉
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
適
切
に
選
び
、
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

（
2）

語
句
の
役
割
を
理
解
す
る
に
は
、
文
の
主
語
に
な
る
語
句
、
述
語
に
な
る
語
句
、
修
飾
す
る
語

句
、
接
続
語
句
な
ど
、
言
葉
の
働
き
を
意
識
し
て
文
や
文
章
の
構
造
を
読
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
語
彙
指
導
で
は
機
械
的
な
暗
記
で
は
な
く
、「

な
ぜ
か
」
を
考
え
、「

な
ぜ
な
の
か
」
を
理

解
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
理
解
を
伴
う
記
憶
は
、
一
度
忘
却
し
て
も
再
認
・
再
生
し
や
す
い
。
 

【
事
実
と
意
見
の
関
係
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
54
.1
％
】
 

上
の
文
章
か
ら
分
か
る
こ
と
が
ア
～
エ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
確
か
な
事
実
の
文

は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
ア
 

 
 ■
 
分
析
 

 
 
ア
～
エ
の
選
択
肢
の
文
末
に
着
目
す
る
と
、
ア
「
で
あ
る
。」

イ
「
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。」

ウ

「
い
た
よ
う
で
あ
る
。」

エ
「
す
ば
ら
し
い
。」

と
な
っ
て
い
る
。
事
実
の
文
は
ア
の
「
動
物
の
ミ
ル

ク
を
利
用
し
は
じ
め
た
の
は
、
今
の
エ
ジ
プ
ト
の
近
く
に
住
む
人
た
ち
で
あ
る
。」

と
な
る
。
全
体

の
通
過
率
は

54
.1
％
、
誤
答
は
イ
と
エ
（
ど
ち
ら
も

16
.6
％
）、

ウ
が

8.
4％

で
あ
る
。
無
答
率
は

1.
0％

で
低
い
。
段
階
別
通
過
率
は
、
R1
＝
29
.0
％
、
R2
＝
44
.3
％
、
R3
＝
50
.1
％
、
R4
＝
64
.6
％
、

R5
＝
77
.7
％
で
あ
っ
た
。
他
の
設
問
で
は

R5
の
通
過
率
が

10
0％

や
90
％
台
が
多
い
中
、
本
設
問

で
は
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
R1
～
4
も
同
様
に
他
の
設
問
と
比
べ
て
通
過
率
が
低
い
。
 

 ■
 
考
察
 

選
択
肢
ア
の
み
が
断
定
的
な
文
末
で
あ
る
。
誤
答
で
多
か
っ
た
イ
は
、「

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
人
間

が
ミ
ル
ク
か
ら
作
り
出
し
た
最
初
の
食
べ
物
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。」

と
い
う
文
で
あ
る
が
、「

最
初

の
食
べ
物
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
」
記
述
を
事
実
と
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
事
実
と
意
見

を
区
別
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
選
択
肢
の
内
容
が
文
章
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
か
、
間
違
っ
て
い
る

か
と
い
う
判
断
基
準
で
選
択
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
率
で
多
か
っ
た
誤
答
の
エ
に
つ
い

て
は
、「

飲
み
物
や
食
べ
物
に
は
、
昔
か
ら
の
人
々
の
ち
え
や
く
ふ
う
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
す
ば

ら
し
い
。」

と
い
う
感
想
の
文
で
あ
る
が
、「

昔
か
ら
の
人
々
の
ち
え
や
く
ふ
う
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」

の
み
に
着
目
し
、
そ
れ
自
体
は
事
実
で
あ
る
た
め
に
事
実
の
文
だ
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
。
無

答
に
つ
い
て
は
、
設
問
文
で
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、「

確
か
な
事
実
」
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

事
実
と
意
見
を
区
別
し
て
読
む
こ
と
は
中
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
。
考
え
と
そ
れ
を
支
え
る

事
例
と
を
区
別
す
る
た
め
に
、
文
末
に
着
目
さ
せ
る
。「

～
だ
。」
「
～
で
あ
る
。」

は
事
実
の
文

で
、「

～
よ
う
だ
。」
「
～
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。」

は
意
見
の
文
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、「

す
ば
ら

し
い
。」
「
む
ず
か
し
い
」「

～
し
た
い
」「

～
と
思
う
」「

～
と
考
え
る
」
は
そ
の
意
味
か
ら
意
見

の
文
と
判
断
で
き
る
こ
と
。
大
切
な
こ
と
は
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
文
の
意
味
か
ら
児
童
に

考
え
さ
せ
、
使
い
方
を
通
し
て
み
ず
か
ら
納
得
し
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

（
2）

読
む
と
き
だ
け
で
な
く
書
く
と
き
や
話
す
と
き
に
も
、
自
分
が
伝
え
た
い
内
容
を
、
ど
ん
な
事

実
や
事
例
を
挙
げ
、
ど
の
よ
う
に
意
見
を
述
べ
る
の
か
を
明
確
に
区
別
し
、
内
容
だ
け
で
は
な

く
書
き
方
や
話
し
方
の
区
別
も
併
せ
て
意
図
的
・
計
画
的
に
学
び
を
展
開
す
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
2
.7

4
0
.7

6
5
.8

8
4
.6

9
5
.7

9
5
.4

0
.3

3
.3

0
.2

0
.1

0
.2

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
を

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

話
の

内
容

に
つ

い
て

友
達

の
考

え
と

比
べ

、
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
9
.6

5
3
.3

7
7
.8

9
1
.5

9
8
.5

9
9
.1

0
.5

6
.7

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

部
首

を
正

し
く

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
5
.8

6
6
.0

9
2
.8

9
7
.4

9
9
.4

9
9
.7

0
.4

6
.0

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
重

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
6
6
.2

1
5
.3

4
1
.6

6
4
.6

8
6
.4

9
9
.7

0
.4

6
.7

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
丁

寧
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
5
3
.9

1
1
.3

2
0
.1

5
0
.6

7
8
.3

9
9
.1

0
.4

6
.0

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

に
書

か
れ

て
い

る
話

題
を

つ
か

む
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
5
.6

2
5
.3

4
7
.8

7
8
.4

9
1
.4

9
9
.4

0
.7

1
1
.3

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
意

見
・

感
想

の
理

由
や

根
拠

と
し

て
い

る
事

実
や

事
例

を
押

さ
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

8
4
.1

8
.0

5
3
.5

9
2
.3

9
8
.7

9
8
.2

0
.8

1
4
.7

0
.2

0
.0

0
.2

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
最

も
言

い
た

い
こ

と
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
7
.2

1
5
.3

6
6
.6

9
3
.2

9
9
.3

1
0
0
.0

1
.1

1
8
.0

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
9
1
.5

3
0
.0

7
9
.9

9
6
.2

9
9
.6

9
9
.7

1
.9

2
7
.3

3
.8

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

付
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
1
.2

0
.7

4
.4

2
5
.8

5
3
.8

7
3
.6

1
3
.0

5
8
.0

2
6
.6

1
0
.5

3
.2

0
.9

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
5
.1

1
9
.3

4
4
.2

6
3
.5

8
0
.9

9
7
.9

1
.0

1
7
.3

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
1
.4

3
1
.3

6
1
.5

8
4
.0

9
6
.4

9
4
.8

0
.9

1
6
.0

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
つ

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
3
.9

1
8
.7

4
1
.2

7
6
.5

9
7
.0

9
5
.7

1
.3

1
8
.0

1
.3

0
.4

0
.0

0
.0

1
4

4
4

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

1
9
.0

0
.7

8
.5

1
5
.2

3
4
.0

3
7
.7

1
1
.7

5
8
.0

2
5
.2

8
.5

2
.8

2
.1

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
2
.7

0
.0

0
.8

1
6
.4

3
9
.8

6
8
.4

1
3
.5

5
8
.0

2
5
.2

1
1
.3

4
.3

2
.1

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

頭
括

型
、

尾
括

型
、

双
括

型
の

効
果

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.4

1
2
.7

4
5
.9

7
8
.2

9
4
.0

9
2
.7

1
.7

1
9
.3

3
.4

0
.5

0
.0

0
.3

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
表

現
の

曖
昧

さ
は

な
い

か
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

て
書

き
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

5
1
.5

2
.0

1
2
.7

4
9
.5

7
9
.6

9
3
.9

1
1
.8

5
4
.0

2
7
.5

9
.3

1
.1

0
.0

1
8

5
3

表
現

の
仕

方
に

着
目

し
て

助
言

し
合

う
こ

と
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

、
助

言
を

基
に

書
き

足
す

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
6
.7

2
.0

2
3
.9

7
2
.1

8
7
.3

9
7
.6

1
0
.1

5
6
.7

2
4
.5

6
.5

1
.3

0
.3

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
7
.4

1
9
.6

4
3
.8

6
8
.3

8
3
.9

9
1
.3

1
1

6
1
.1

7
6
.4

2
4
.0

5
2
.8

7
8
.5

9
2
.5

9
7
.5

7
3
8
.9

5
3
.2

1
2
.7

2
9
.7

5
2
.4

7
0
.4

8
1
.4

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
8
6
.1

4
7
.0

7
1
.8

8
8
.1

9
7
.1

9
7
.3

3
1
6
.7

3
6
4
.2

5
.6

2
7
.5

6
6
.6

8
7
.0

9
4
.7

1
0

5
5
.6

4
6
3
.2

1
4
.9

4
0
.8

6
4
.1

7
9
.1

8
6
.5

3
1
6
.7

5
7
2
.0

3
0
.9

5
1
.5

7
0
.9

8
8
.0

9
9
.5

5
2
7
.8

A
7
7
.6

3
7
.3

5
9
.6

7
7
.7

9
1
.7

9
8
.6

5
2
7
.8

B
7
3
.9

1
5
.9

5
0
.4

7
7
.2

8
8
.6

9
4
.2

5
2
7
.8

C
5
2
.4

1
4
.0

3
1
.2

5
1
.1

6
9
.6

7
8
.9

3
1
6
.7

D
6
4
.2

5
.6

2
7
.5

6
6
.6

8
7
.0

9
4
.7

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

4
.8

%
1
5
.1

%
5
2
.5

%
1
7
.1

%
1
0
.5

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

9
5
0
.0

3
1
6
.7

6
3
3
.3

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.8

%

1
5
.1

%

5
2
.5

%

1
7
.1

%

1
0
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
を
考
え
る
設
問
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

C 
53
.9
％
】
 

次
の
一
文
を
、
て
い
ね
い
語
と
尊
敬
語
の
二
通
り
で
言
い
か
え
ま
す
。
次
か
ら
一
つ

ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 

・
父
を
た
ず
ね
て
き
た
お
客
様
が
、
母
の
つ
く
っ
た
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
。
 

①
 
て
い
ね
い
語
 
②
尊
敬
語
 
 
 
 
正
答
 
①
エ
 
②
ア

 
ア
 
め
し
上
が
っ
た
 
イ
 
い
た
だ
い
た
 
ウ
 
食
べ
て
し
ま
っ
た
 
エ
 
食
べ
ま
し
た
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
「
食
べ
た
」
の
丁
寧
語
は
「
食
べ
ま
し
た
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
①
の
正
答
は
エ
、
尊
敬
語
は
「
め

し
上
が
っ
た
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
②
の
正
答
は
ア
で
あ
る
。
解
答
形
式
は
完
答
の
た
め
、
両
方
で
き

て
正
答
と
な
る
。
誤
答
例
を
み
る
と
、
①
は
正
し
く
選
択
し
て
い
る
が
②
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は

8.
6％

、
②
は
正
し
く
選
択
し
て
い
る
が
①
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は

18
.6
％
、
両
方
誤
っ
て
い
る
場

合
は

16
.1
％
だ
っ
た
。
段
階
ご
と
の
通
過
率
は
、
R1
＝
11
.3
％
、
R2
＝
20
.1
％
、
R3
＝
50
.6
％
、

R4
＝
78
.3
％
、
R5
＝
99
.1
％
で
あ
り
、
段
階
間
の
段
階
差
が
大
き
い
。
 

 

■
 
考
察
 

基
礎

C
レ
ベ
ル
の
設
問
で
段
階
差
が
大
き
い
背
景
に
は
、
敬
語
の
定
着
の
困
難
さ
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
尊
敬
語
の
方
が
丁
寧
語
よ
り
通
過
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
丁
寧
語
の
理
解
の
方
が
尊
敬

語
と
比
べ
て
難
し
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
尊
敬
語
と
丁
寧
語
の
違
い
は
も
と
よ
り
、
選
択
肢
に
含
ま

れ
て
い
る
謙
譲
語
と
の
違
い
も
理
解
で
き
て
い
な
い
と
い
え
る
。
 

敬
語
は
日
常
生
活
の
中
で
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
身
に
付
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

常
生
活
の
中
で
敬
語
を
使
う
環
境
が
多
い
児
童
と
少
な
い
児
童
の
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

授
業
中
の
言
葉
遣
い
や
年
長
の
人
な
ど
を
相
手
に
し
て
話
す
場
合
に
、
接
頭
語
の
「
お
」「

ご
」

語
尾
の
「
で
す
」「

ま
す
」
を
付
け
て
丁
寧
な
会
話
を
す
る
こ
と
は
児
童
に
と
っ
て
あ
る
程
度
日

常
化
し
て
い
る
一
方
、
尊
敬
語
、
謙
譲
語
は
使
い
慣
れ
て
い
な
い
。
は
っ
き
り
と
違
い
を
区
別

さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
と
相
手
と
の
関
係
を
図
式
化
し
て
視
覚
的
に
捉
え
さ
せ
る
と
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
く
な
り
、
理
解
が
容
易
に
な
る
。
 

（
2）

丁
寧
語
、
尊
敬
語
、
謙
譲
語
な
ど
日
常
会
話
で
よ
く
使
う
言
葉
を
例
と
し
て
、
表
に
整
理
し
て

お
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
言
葉
を
使
う
場
と
機
会
を
意
図
的
に
設
け
、
具
体
的
に
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

（
3）

敬
語
を
使
う
環
境
に
身
を
置
き
実
際
に
使
い
慣
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
た
め
、
大
人
と
接
す

る
機
会
を
計
画
し
た
り
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
た
り
す
る
な
ど
実
際
の
場
を
設
け
る
。
 

【
登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
捉
え
る
設
問
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

C 
65
.1
％
】
 

上
の
文
章
か
ら
、
ク
ル
ル
と
カ
ラ
ラ
は
ど
ん
な
関
係
だ
と
い
え
ま
す
か
。
合
う
も
の
を
次
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
 
正
答
 
エ
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

65
.1
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と
、
R5
＝
97
.9
％
、
R4
＝
80
.9
％
、
R3

＝
63
.5
％
、
R2
＝
44
.2
％
、
R1
＝
19
.3
％
で
あ
り
、
特
に

R3
と
そ
れ
以
下
の
段
階
で
差
が
大
き
く

な
る
。
第

5・
6
学
年
の
事
項
で
あ
る
「
登
場
人
物
の
相
互
関
係
や
心
情
な
ど
に
つ
い
て
、
描
写
を

基
に
捉
え
る
こ
と
」
が
十

分
に
定
着

し
て
い
な

い
こ
と
が

分
か
る
。

誤
答
を
み

る
と
、
ア
が

13
.6
％
、
ウ
が

12
.6
％
、
次
い
で
イ
が

8.
8％

と
な
っ
て
い
る
。
無
答
は
選
択
形
式
と
い
う
こ
と
も

あ
り

1％
未
満
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
登
場
人
物
の
関
係
を
捉
え
る
に
は
、
人
物
の
関
わ
り
を
人
物
と
対
人
物
の
言
動
の
描
写
に
着
目
し

な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
今
回
の
物
語
文
の
場
合
、
本
文
の
前
に
補
足
さ
れ

て
い
る
前
文
の
出
来
事
か
ら
ク
ル
ル
の
心
情
を
読
み
取
っ
た
う
え
で
、
出
来
事
が
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
行
く
の
か
、
カ
ラ
ラ
は
ど
ん
な
行
動
を
と
る
か
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
通
過
率
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
た
一
因
と
考
え
る
。
 

ま
た
、
登
場
人
物
の
直
接
の
会
話
が
な
い
た
め
、
そ
の
行
動
や
情
景
を
通
し
て
暗
示
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
関
係
を
想
像
し
て
読
み
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
動
や
情
景
等
の
描
写
を
基

に
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
正
答
に
結
び
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

描
写
を
基
に
読
む
た
め
に
、
出
来
事
の
場
面
や
様
子
、
行
動
や
会
話
に
着
目
さ
せ
て
い
く
。
 
 
 

登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
が
分
か
る
言
葉
や
文
章
に
線
を
引
い
た
り
、
抜
き
書
き
し
た
り
し
な

が
ら
、
直
接
的
ま
た
暗
示
的
な
表
現
に
気
付
か
せ
て
い
く
。
登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
捉
え
る

た
め
に
は
、
登
場
人
物
同
士
の
関
係
を
図
や
絵
で
表
す
な
ど
視
覚
的
な
手
段
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。
 

（
2）

物
語
全
体
の
つ
な
が
り
を
捉
え
て
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
物
語
は
様
々
な
場
面
の
つ
な
が

り
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
。
つ
な
が
り
を
捉
え
る
こ
と
は
、
中
心
人
物
の
変
容
と
他
の
登
場
人

物
と
の
因
果
関
係
を
読
み
取
る
際
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
細
部
に
着
目
し
て
読
む
前
に
、
物

語
全
体
の
内
容
を
大
き
く
捉
え
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
例
え
ば
、
物
語
全
体
を
「
主
人
公
○

○
が
他
の
人
物
○
○
に
よ
っ
て
～
の
よ
う
に
変
わ
る
話
」
の
よ
う
に
短
い
文
で
書
き
表
す
。
よ

り
適
切
な
文
は
ど
れ
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
協
同
の
学
び
に
よ
っ
て
更
に

よ
い
も
の
に
し
て
い
く
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
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  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

話
の

目
的

や
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
8
.4

4
3
.7

5
4
.8

8
2
.1

9
6
.1

9
7
.9

4
.1

1
9
.3

8
.2

2
.6

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
と

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

話
し

手
の

意
見

と
比

べ
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
8
4
.7

4
2
.2

6
9
.5

8
8
.9

9
7
.5

1
0
0
.0

9
.2

4
3
.0

2
0
.3

5
.3

0
.7

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

成
り

立
ち

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

5
2
.6

1
9
.3

2
8
.2

5
0
.7

7
9
.2

9
7
.9

1
.3

4
.4

2
.0

1
.2

0
.4

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
複

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
7
.7

8
3
.7

9
8
.4

9
8
.4

9
9
.6

1
0
0
.0

0
.1

0
.7

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
謙

譲
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
9
.7

2
8
.9

3
5
.7

5
9
.3

8
2
.0

9
9
.3

0
.4

1
.5

1
.0

0
.3

0
.0

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

全
体

の
構

成
を

把
握

す
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
8
9
.2

4
2
.2

7
8
.7

9
4
.1

9
8
.2

1
0
0
.0

0
.5

5
.9

0
.7

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
ど

の
よ

う
な

事
実

を
根

拠
と

し
て

感
想

や
意

見
を

主
張

し
よ

う
と

し
て

い
る

か
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
8
.8

3
7
.8

7
7
.0

9
4
.3

9
8
.9

9
9
.3

0
.6

8
.1

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
内

容
の

中
心

と
な

る
文

を
押

さ
え

て
要

約
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
1
.6

1
3
.3

2
3
.9

5
3
.0

7
9
.5

8
1
.0

1
.3

1
1
.9

0
.3

0
.6

0
.7

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
9
.6

2
0
.0

6
8
.5

8
3
.3

9
7
.5

9
6
.5

2
.1

1
7
.0

3
.3

0
.8

0
.0

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
9
.9

5
.2

2
4
.9

5
2
.9

6
7
.5

8
7
.3

9
.4

4
4
.4

1
9
.0

5
.5

1
.8

0
.7

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
6
1
.5

1
1
.1

2
7
.9

6
4
.4

9
1
.2

1
0
0
.0

1
.2

1
4
.1

1
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
2

4
2

場
面

に
付

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
9
.7

2
1
.5

5
6
.4

8
6
.2

9
8
.9

9
7
.2

2
.2

2
0
.7

3
.9

0
.3

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
9
.4

3
7
.8

7
6
.1

9
5
.5

9
9
.3

9
9
.3

2
.6

2
4
.4

3
.9

0
.5

0
.0

0
.0

1
4

4
4

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
3
.0

0
.0

6
.2

3
1
.5

5
6
.5

8
6
.6

1
9
.1

6
2
.2

3
7
.0

1
4
.6

5
.7

0
.7

1
5

4
5

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
6
9
.6

1
7
.8

4
4
.3

7
3
.4

9
3
.6

9
6
.5

1
3
.6

6
0
.0

2
9
.2

8
.6

0
.4

1
.4

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

説
得

力
の

あ
る

文
章

の
構

成
を

考
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
8
.6

1
6
.3

3
7
.4

6
0
.8

8
0
.9

8
2
.4

3
.7

2
5
.2

7
.5

1
.4

0
.0

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
よ

り
よ

い
言

葉
や

文
に

書
き

直
す

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
2
5
.7

5
.2

1
1
.1

2
5
.2

4
5
.6

4
0
.8

1
1
.6

5
6
.3

2
2
.3

7
.1

1
.1

1
.4

1
8

5
3

 
表

現
の

仕
方

に
着

目
し

て
助

言
し

合
う

こ
と

助
言

さ
れ

た
内

容
を

参
考

に
し

て
書

き
換

え
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
1
6
.5

0
.0

3
.3

1
3
.8

2
9
.7

5
4
.9

2
4
.8

7
0
.4

4
2
.0

2
1
.2

9
.9

2
.8

1
9

#
D

IV
/0

!
0
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0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
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0
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0
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0
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0
.0

0
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1
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5

数
％

全
体

R
1

R
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R
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R
4

R
5

1
8

―
6
4
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2
4
.8

4
5
.7

6
7
.1

8
2
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8
9
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1
1

6
1
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7
3
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3
2
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5
4
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7
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9
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3
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D
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8
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7
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9
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B
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5
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7
5
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8
8
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9
2
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5
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7
.8

C
6
6
.6

1
7
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4
2
.2

7
0
.2

8
7
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9
5
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3
1
6
.7

D
3
3
.6

7
.2

1
7
.3

3
3
.3

5
2
.1

5
9
.4

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D
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/0

!

3
1
6
.7

4
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2
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
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選
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記
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完
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複
合

条
件

0
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2
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8
0
.0

1
0
0
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全
体

基
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B
・
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活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
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1
5
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%
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6
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4
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【
漢
字
の
由
来
、
特
質
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

C 
52
.6
％
】
 

 
「
議
」
と
い
う
漢
字
の
成
り
立
ち
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
１
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

 
 
 
 
 
 
ア
 
象
形
文
字
（
 
象
形
文
字
の
例
『
火
』

 ）
 

 
 
 
 
 
イ
 
指
事
文
字
（
 
指
事
文
字
の
例
『
三
』

 ）
 

 
 
 
 
 
ウ
 
会
意
文
字
（
 
会
意
文
字
の
例
『
岩
』

 ）
 

（
正
答
）
 
エ
 
形
声
文
字
（

  
形
声
文
字
の
例
『
洋
』

 ）
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

52
.6
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
19
.3
％
、
R2
＝
28
.2
％
、
R3
＝

50
.7
％
、
R4
＝
79
.2
％
、
R5
＝
97
.9
％
で
あ
る
。
基
礎

C
の
設
問
と
し
て
は

R3
以
下
の
通
過
率
が

低
く
、
段
階
差
が
大
き
い
。
第

5・
6
学
年
の
事
項
で
あ
る
「
語
句
の
構
成
、
変
化
な
ど
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
ま
た
、
語
句
の
由
来
な
ど
に
関
心
を
も
つ
こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
誤
答
を
み
る
と
、
最
多
の
ウ
は

36
.1
％
で
あ
り
、
次
い
で
イ
が

6.
9％

、
ア
が

1.
9％

で
あ
っ
た
。
解
答
形
式
が
選
択
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
無
答
は

1.
1％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 「

議
」
と
い
う
字
は
、
意
味
を
表
す
「
言
」
と
音
を
表
す
「
義
」
の
二
字
を
組
み
合
わ
せ
た
形
声

文
字
で
あ
る
た
め
、
エ
が
正
答
と
な
る
。
誤
答
の
中
で
最
多
で
あ
っ
た
ウ
は
、
二
つ
以
上
の
字
を
組

み
合
わ
せ
て
新
し
い
意
味
を
表
す
「
会
意
文
字
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
複
数
の
字
を
組
み
合
わ
せ

た
成
り
立
ち
」
で
あ
り
、「

議
」
も
、
二
つ
の
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
、
お
お
む
ね
理
解
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「

会
意
文
字
」
と
「
形
声
文
字
」
そ

れ
ぞ
れ
の
意
味
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
た
め
に
、
間
違
っ
た
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）
「
象
形
文
字
」「

指
事
文
字
」「

会
意
文
字
」「

形
声
文
字
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
漢
字
の

組
み
立
て
か
ら
で
き
て
い
る
か
を
、
該
当
す
る
具
体
的
な
漢
字
を
自
分
で
選
び
、
意
味
と
照
応

し
な
が
ら
児
童
自
ら
が
気
付
き
納
得
す
る
よ
う
な
学
び
が
生
ま
れ
る
機
会
と
場
を
設
定
す
る
。
 

（
2）

漢
字
を
読
む
際
に
、
漢
字
の
成
り
立
ち
か
ら
意
味
を
考
え
た
り
、
漢
字
の
構
造
の
基
本
に
な
っ

て
い
る
部
首
に
着
目
し
た
り
、
部
首
の
意
味
か
ら
漢
字
の
大
体
の
意
味
を
予
想
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

漢
字
の
構
成
・
正
し
い
用
法
な
ど
の
知
識
は
機
械
的
に
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
一
つ
の

漢
字
の
意
味
、
漢
字
同
士
が
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
わ

れ
る
の
か
な
ど
、
児
童
が
関
心
と
課
題
意
識
を
も
ち
、
自
ら
が
立
て
た
課
題
に
向
き
合
い
、
解

決
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
学
び
方
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

【
文
章
の
要
旨
を
捉
え
る
こ
と
 
大
問

3（
3）

 
基
礎

B 
51
.6
％
】
 

 
6
段
落
を
、
中
心
文
を
お
さ
え
て
要
約
し
ま
し
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。
 

（
正
答
）
 
ウ
 
同
じ
映
像
が
く
り
返
し
流
れ
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
場
合
、
映
像
を
見
ず
に

文
章
を
聞
く
こ
と
で
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

51
.6
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
13
.3
％
、
R2
＝
23
.9
％
、
R3
＝

53
.0
％
、
R4
＝
79
.5
％
、
R5
＝
81
.0
％
で
あ
る
。
他
の
設
問
に
比
べ
て
通
過
率
が
低
く
、
第

5・
6

学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
目
的
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て
要
旨
を
捉
え
た
り
、

事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
押
さ
え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
を
み
る
と
、
最
多
の
イ
は

24
.8
％
で
あ
り
、
次
い
で
ア
が

14
.3
％
、
エ
が

5.
8％

で
あ
っ
た
。
解
答
形
式
が
選
択
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
無
答
・
そ
の
他
は

1.
7％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
5
段
落
ま
で
は
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
6
段
落
に
入
る
と
ニ
ュ
ー
ス
の
詳

細
な
手
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
6
段
落
の
最
初
の
一
文
に
、「

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
し

ょ
う
げ
き
的
な
映
像
を
何
度
も
何
度
も
く
り
返
し
放
送
す
る
手
法
も
多
く
な
り
ま
し
た
。」

の
内
容

が
書
か
れ
て
い
る
た
め
に
、「

ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
べ
き
だ
」
と
考
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
2～

6
段
落
は
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
、
7～

9
段
落
は
新
聞
に
つ
い
て
書

か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
こ
と
が
要
点
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

説
明
文
を
読
む
際
、
最
初
か
ら
細
部
を
読
む
の
で
は
な
く
、
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
話
題
は
何

か
、
筆
者
は
こ
の
文
章
で
何
を
言
い
た
い
の
か
、
何
を
伝
え
た
く
て
書
い
た
の
か
な
ど
、
書
か

れ
て
い
る
大
体
の
内
容
を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

次
に
、
伝
え
た
い
こ
と
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
事
例
や
具
体
例
を
ど
ん
な

順
番
で
挙
げ
て
い
る
の
か
、
説
明
の
仕
方
の
工
夫
を
考
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
に
、
段
落

相
互
の
関
係
を
考
え
、
形
式
段
落
を
意
味
段
落
で
大
き
な
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
何

が
書
か
れ
て
い
る
か
を
つ
か
む
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
る
た
め
に
は
、
理
由
や
根
拠
と
な
っ
て
い
る
内
容
、
構
成
の
仕

方
や
巧
み
な
表
現
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
注
意
す
る
と
更
に
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

以
上
の
学
習
過
程
を
経
て
、
初
め
て
要
旨
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
質

問
し

な
が

ら
聞

き
取

る
こ

と
相

手
が

言
い

た
い

こ
と

を
確

か
め

た
り

，
足

り
な

い
情

報
を

聞
き

出
す

た
め

に
質

問
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
2
.9

4
2
.4

5
9
.6

7
4
.3

9
0
.8

8
7
.0

2
.7

1
8
.4

4
.7

1
.0

0
.6

0
.7

2
1

2
自

分
の

考
え

と
の

共
通

点
・

相
違

点
を

整
理

す
る

こ
と

話
し

手
の

意
見

に
ふ

れ
な

が
ら

、
自

分
の

意
見

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
3
.5

2
8
.8

6
6
.9

9
0
.5

9
3
.1

9
6
.8

9
.3

5
6
.0

1
7
.5

4
.5

1
.2

1
.1

3
2

1
音

声
の

働
き

や
仕

組
み

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

イ
ン

ト
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
違

い
に

気
が

付
く

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
5
.2

2
3
.2

3
5
.1

4
7
.5

9
2
.5

1
0
0
.0

1
.2

1
2
.0

1
.1

0
.4

0
.6

0
.0

4
2

2
単

語
の

類
別

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

自
立

語
と

付
属

語
に

分
類

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
3
.0

2
6
.4

4
3
.2

5
8
.5

9
6
.5

1
0
0
.0

0
.9

1
1
.2

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

5
3

1
文

脈
の

中
に

お
け

る
語

句
の

意
味

を
的

確
に

捉
え

、
理

解
す

る
こ

と
文

章
全

体
に

お
け

る
語

句
の

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
9
.7

5
9
.2

8
2
.7

9
1
.3

9
9
.4

1
0
0
.0

0
.7

9
.6

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

2
中

心
的

な
部

分
と

付
加

的
な

部
分

を
読

み
分

け
、

目
的

や
必

要
に

応
じ

て
要

約
す

る
こ

と
中

心
的

な
部

分
を

押
さ

え
、

内
容

を
捉

え
て

要
約

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
5
.3

3
5
.2

5
7
.9

7
8
.3

9
1
.9

9
3
.3

0
.7

9
.6

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

3
目

的
や

必
要

に
応

じ
て

要
約

し
た

り
、

要
旨

を
捉

え
た

り
す

る
こ

と
要

旨
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
1
.8

2
8
.0

4
0
.4

6
2
.7

8
5
.5

8
5
.6

1
.0

1
1
.2

1
.4

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

4
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
と

ら
え

、
自

分
の

見
方

や
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
筆

者
の

も
の

の
見

方
に

対
し

て
、

共
感

・
疑

問
・

批
判

を
通

し
て

新
た

な
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
発

見
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
1
.9

2
7
.2

6
9
.4

8
8
.8

9
0
.8

9
0
.5

2
.8

2
8
.0

4
.2

0
.6

0
.0

0
.0

9
3

5
文

章
の

構
成

や
展

開
・

表
現

の
特

徴
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
文

章
の

種
類

に
よ

る
（

構
成

や
）

叙
述

の
特

徴
を

捉
え

る
。

そ
の

工
夫

や
効

果
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
9
.7

1
1
.2

2
9
.8

5
6
.7

3
1
.8

7
6
.1

8
.3

5
6
.0

1
7
.8

2
.1

4
.0

0
.7

1
0

4
1

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

・
会

話
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
1
.7

4
6
.4

6
4
.1

8
4
.5

9
6
.5

1
0
0
.0

0
.7

9
.6

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
1

4
2

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

心
情

・
情

景
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.8

2
1
.6

4
8
.2

7
6
.5

9
2
.5

9
3
.3

0
.8

1
1
.2

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

と
ら

え
、

自
分

の
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
読

み
手

と
し

て
、

自
分

の
見

方
や

考
え

方
を

広
く

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
3
.1

1
1
.2

4
4
.6

8
1
.9

9
0
.8

9
2
.6

1
6
.7

7
0
.4

3
7
.0

9
.1

6
.9

1
.8

1
3

4
4

文
章

の
構

成
や

展
開

・
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
4
.2

3
.2

1
7
.3

5
0
.7

3
0
.1

8
0
.4

2
0
.2

6
8
.0

4
2
.6

1
1
.4

2
0
.8

3
.2

1
4

5
1

段
落

の
役

割
を

考
え

て
文

章
を

構
成

す
る

こ
と

段
落

の
役

割
を

考
え

て
接

続
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
2
.0

6
1
.6

8
5
.2

9
5
.7

9
5
.4

9
7
.9

1
.4

1
3
.6

2
.5

0
.0

1
.2

0
.0

1
5

5
2

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

7
9
.8

2
3
.2

5
7
.9

8
7
.6

9
3
.6

9
4
.4

7
.0

4
8
.0

1
5
.3

1
.9

2
.9

0
.0

1
6

5
3

題
材

の
捉

え
方

、
材

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

題
材

の
捉

え
方

、
資

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

助
言

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
0
.8

1
.6

1
4
.8

5
9
.5

4
6
.8

8
7
.4

2
1
.7

7
2
.8

4
5
.7

1
2
.8

2
0
.2

2
.8

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
7
0
.4

2
8
.2

5
1
.1

7
4
.1

8
2
.4

9
2
.2

9
5
6
.3

7
3
.7

3
8
.2

5
7
.4

7
4
.4

9
3
.4

9
5
.2

7
4
3
.8

6
6
.1

1
5
.2

4
2
.9

7
3
.7

6
8
.1

8
8
.3

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
7
8
.2

3
5
.6

6
3
.2

8
2
.4

9
1
.9

9
1
.9

3
1
8
.8

3
7
4
.2

2
8
.8

5
2
.6

8
1
.0

7
8
.6

9
3
.2

9
5
6
.3

4
6
9
.9

2
7
.0

5
0
.5

7
4
.6

7
8
.8

9
0
.2

2
1
2
.5

5
5
9
.1

2
4
.8

3
9
.1

5
3
.0

9
4
.5

1
0
0
.0

4
2
5
.0

A
6
8
.6

3
0
.2

5
1
.2

6
7
.7

9
3
.2

9
6
.0

5
3
1
.3

B
7
1
.7

3
2
.2

5
6
.0

7
5
.6

7
9
.9

8
9
.1

4
2
5
.0

C
6
7
.7

2
0
.6

4
3
.5

7
3
.4

7
7
.5

9
1
.6

3
1
8
.8

D
7
4
.2

2
8
.8

5
2
.6

8
1
.0

7
8
.6

9
3
.2

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

6
.3

%
1
8
.0

%
5
2
.9

%
8
.7

%
1
4
.3

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

1
6
.3

6
3
7
.5

9
5
6
.3

0
0
.0

7
4
3
.8

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
2
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

1
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.3

%

1
8
.0

%

5
2
.9

%

8
.7

%

1
4
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1

- 50 - 



【
単
語
の
類
別
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
63
.0
％
】
 

次
の
ア
～
ウ
の
各
文
の
う
ち
、
自
立
語
に
―
線
、
付
属
語
に
～
線
を
引
い
た
も
の
と
し
て
正
し

い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 
 
正
答
 
ア

 
イ
 
白
い
犬
が
公
園
の
芝
生
で
 
遊
ぶ
。
ウ
 
山
の
頂
上
か
ら
見
る
 
景
色
は
き
れ
い
だ
。

 
 ■
 
分
析
 

全
体
の
通
過
率
は

63
.0
％
で
あ
る
。
通
過
率
を
段
階
別
に
み
る
と

R4
＝
96
.5
％
、
R5
＝
10
0％

で

目
標
値
に
達
し
て
い
る
が
、
R1
＝
26
.4
％
、
R2
＝
43
.2
％
、
R3
＝
58
.5
％
と
基
礎

C
レ
ベ
ル
と
し
て

は
低
い
。
R3
・
4
と
比
較
す
る
と
段
階
差
が
大
き
く
、
40

ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
あ
る
。
 

選
択
肢
が
三
択
の
た
め
、
無
答
率
は
全
体
で

0.
9％

と
低
い
。
た
だ
し
、
R1

は
、
11
.2
％
と
高
く

な
っ
て
い
る
。
 

誤
答
例
を
み
る
と
、
イ
が

19
.6
％
、
ウ
が

11
.4
％
で
両
方
合
わ
せ
る
と

30
％
近
い
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
今
回
の
設
問
は
文
法
の
中
で
も
、
単
語
を
自
立
語
と
付
属
語
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
無
答
率
と

R4
・
5
の
通
過
率
の
結
果
か
ら
、
R1

は
設
問
文
に
あ
る
「
自
立

語
・
付
属
語
」
と
い
う
文
法
用
語
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
た
め
に
解
答
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
誤
答
例
か
ら
も
自
立
語
と
付
属
語
の
概
念
が
確
立
で
き
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）
「
自
立
語
」「

付
属
語
」
な
ど
の
文
法
は
、
あ
る
程
度
知
識
と
し
て
暗
記
す
る
必
要
も
あ
る
。
し

か
し
課
題
は
、
機
械
的
に
暗
記
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
文
法
の
字
の
ご
と
く
言
葉
に
は
決
ま
り
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
規
則
性
を
ど
の
よ
う
に
生
徒
自
ら
が
理
解
す
る
か
を
工
夫
す
る
こ
と
で

あ
る
。
 

（
2）
「
自
立
」「

付
属
」
の
意
味
か
ら
「
自
立
語
」
は
単
独
で
文
節
を
作
れ
る
語
、「

付
属
語
」
は
単
独

で
文
節
を
作
れ
な
い
た
め
に
自
立
語
の
後
に
付
く
語
で
あ
る
こ
と
を
、
言
葉
の
意
味
か
ら
生
徒
が

気
付
き
、
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
立
語
と
付
属
語
の
識
別
を
習
得
す
る
に
は
、
文
を

的
確
に
文
節
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
用
言
の
活
用
形
を

し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
理
解
が
で
き
る
。
 

（
3）

文
法
学
習
を
定
着
さ
せ
る
に
は
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
競
う
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。
生
徒
が
カ
ー
ド
に
様
々
な
単
語
や
文
を
書
い
て
提
示
し
、
一
つ
の
視
点
を
示
し
て
そ

の
視
点
で
分
類
す
る
。
そ
の
際
に
、
分
類
し
た
理
由
や
根
拠
を
相
手
に
明
確
に
説
明
で
き
る
こ

と
を
重
要
視
す
る
。
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
も
生
徒
が
方
法
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
選
び
、
方
法
の
有

効
性
を
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
深
い
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

【
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
要
約
し
た
り
要
旨
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
 
大
問

3(
3)
 
基
礎

B 
61
.8
％
】
 

10
・
11

段
落
の
要
旨
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。
 
 
正
答
 
エ
 

 ■
 
分
析
 

 
 
無
答
率
は
全
体
で

1.
0％

と
低
い
も
の
の
、
全
体
の
通
過
率
は

61
.8
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み

る
と

R1
＝
28
.0
％
、
R2
＝
40
.4
％
、
R3
＝
62
.7
％
で
、
R4
＝
85
.5
％
、
R5
＝
85
.6
％
で
あ
り
、
R4

と
5
で
は
ほ
ぼ
差
が
な
い
。
 

40
％
近
く
が
誤
答
で
、
ア
が

9.
9％

、
イ
が

8.
6％

、
ウ
が

18
.1
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
10
・
11

段
落
は
、
本
論
で
述
べ
て
き
た
「
ハ
チ
ド
リ
が
生
き
て
い
ら
れ
る
理
由
」
の
結
論
と
な

る
部
分
で
あ
る
。「

ハ
チ
ド
リ
の
遺
伝
的
仕
組
み
」
と
「
中
南
米
の
環
境
」
が
一
致
し
た
こ
と
に
よ

り
生
き
て
い
ら
れ
る
と
い
う
要
旨
が
、「

矛
盾
す
る
と
滅
ん
で
し
ま
う
」
と
い
う
逆
説
的
な
仮
定
に

よ
っ
て
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。
10
・
11

段
落
の
中
で
も

11
段
落
が
中
心
の
段
落
で
あ
り
要
旨
と

し
て
適
切
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
逆
説
的
な
述
べ
方
が
理
解
で
き
れ
ば
、
選
択
肢
エ
は
ま
さ
に
要
旨
そ

の
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
正
答
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
誤
答
の
選
択
肢
ア
・
ウ
を
選
ん
だ
生
徒
が
多
い
理
由
と
し
て
、
10

段
落
を
中
心
の
段
落
と
し
て

捉
え
、
ハ
チ
ド
リ
が
中
南
米
に
住
ん
で
い
る
理
由
の
理
解
に
ま
で
至
ら
ず
、
特
に
ウ
を
選
ん
だ
生
徒

は
中
心
的
な
部
分
で
は
な
く
付
加
的
に
累
加
さ
れ
た
「
地
史
的
な
理
由
」
を
要
旨
と
し
て
捉
え
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

説
明
的
文
章
の
読
み
方
は
、
指
導
事
項
の
系
統
に
定
め
ら
れ
る
と
お
り
、
ま
ず
大
ま
か
な
内
容

（
話
題
や
テ
ー
マ
、
筆
者
の
何
を
伝
え
た
い
こ
と
）
を
つ
か
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
話

題
や
筆
者
の
考
え
が
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
か
、
考
え
を
説
明
す
る
た
め
に
具
体
的
な

事
例
や
説
明
の
仕
方
を
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
書
い
て
い
る
か
を
読
む
。
こ
の
よ
う
な
説
明
文
の

基
本
的
な
読
み
方
・
学
び
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
説
明
文
、
論

説
文
、
意
見
文
な
ど
説
明
的
文
章
の
文
種
意
識
も
重
要
に
な
る
。
 

（
2）
「
序
論
」「

本
論
」「

結
論
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
と
な
る
段
落
や
文
章
を
見
付
け
る
。
例
え
ば
、

中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
に
線
を
引
い
て
視
覚
化
し
、
中
心
と
な
る
文
を
見
付
け
る
よ
う

に
す
れ
ば
要
約
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
 

（
3）

要
約
す
る
た
め
に
は
、
中
心
と
な
る
文
同
士
を
つ
な
げ
た
り
、
言
葉
を
言
い
換
え
た
り
補
足
し

た
り
し
て
文
章
全
体
を
過
不
足
な
く
ま
と
め
さ
せ
る
。
そ
の
際
に
、
的
確
に
ま
と
め
る
た
め
に

字
数
を
指
定
し
、
そ
の
範
囲
内
で
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

て
聞

く
こ

と
ど

の
よ

う
な

構
成

や
展

開
で

話
し

て
い

る
か

を
考

え
て

聞
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
4
9
.9

1
6
.0

3
3
.3

4
9
.2

7
9
.4

8
1
.4

1
.0

1
3
.6

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

、
自

分
の

考
え

と
比

較
す

る
こ

と
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
、

立
場

を
明

確
に

し
て

理
由

と
と

も
に

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
5
.4

3
3
.6

7
7
.6

9
1
.2

9
5
.0

9
9
.4

5
.6

4
4
.8

8
.3

1
.5

0
.4

0
.6

3
2

1
同

音
異

義
語

や
多

義
的

な
意

味
を

表
す

語
句

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

文
脈

に
沿

っ
て

語
句

の
意

味
を

理
解

し
、

正
し

い
漢

字
や

熟
語

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

8
7
.6

5
7
.6

7
8
.7

9
1
.5

9
6
.6

1
0
0
.0

0
.5

8
.0

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

活
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

活
用

す
る

自
立

語
・

付
属

語
を

押
さ

え
て

、
単

語
を

分
類

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
1
.1

2
8
.8

3
9
.4

6
5
.2

7
7
.5

1
0
0
.0

1
.3

1
2
.0

1
.0

0
.5

0
.4

0
.0

5
3

1
抽

象
的

な
概

念
を

表
す

語
句

に
注

意
し

て
読

む
こ

と
論

の
展

開
を

追
い

な
が

ら
抽

象
的

な
表

現
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

文
脈

か
ら

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
1
.9

1
2
.8

2
8
.0

5
4
.2

7
6
.3

1
0
0
.0

1
.0

1
4
.4

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

2
文

章
全

体
と

部
分

の
関

係
を

内
容

の
理

解
に

役
立

て
る

こ
と

各
段

落
が

文
章

全
体

の
中

で
果

た
す

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
5
.6

1
7
.6

5
5
.7

8
4
.9

9
5
.4

9
4
.9

1
.6

1
9
.2

0
.8

0
.4

0
.4

0
.0

7
3

3
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
対

し
て

、
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

賛
否

を
明

ら
か

に
し

た
り

、
問

題
点

を
指

摘
し

た
り

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
6
4
.8

1
2
.8

4
7
.8

7
0
.5

8
1
.3

9
4
.9

9
.0

5
3
.6

1
7
.1

2
.9

0
.4

0
.0

8
3

4
例

示
の

効
果

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
例

示
が

筆
者

の
論

の
展

開
の

中
で

果
た

し
て

い
る

役
割

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
3
.8

2
2
.4

4
2
.9

6
8
.5

8
7
.8

9
2
.7

2
.0

2
0
.8

2
.4

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

5
文

章
の

構
成

・
展

開
・

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
、

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
構

成
や

表
現

の
活

用
の

仕
方

（
叙

述
に

関
す

る
表

現
全

般
）

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
9
.9

0
.8

1
7
.7

5
8
.1

8
1
.3

8
5
.9

3
1
.2

8
2
.4

5
7
.9

2
2
.1

5
.7

5
.6

1
0

4
1

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
描

写
の

効
果

を
考

え
、

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
0
.6

1
6
.0

5
4
.7

7
6
.0

8
8
.2

1
0
0
.0

1
.6

2
1
.6

1
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
葉

や
行

動
の

意
味

を
理

解
す

る
こ

と
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
3
.8

1
5
.2

3
5
.0

5
5
.3

8
4
.4

8
1
.9

2
.1

2
2
.4

1
.4

0
.5

0
.4

1
.1

1
2

4
3

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
表

現
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
0
.5

7
.2

3
8
.2

6
8
.5

8
2
.1

8
7
.0

1
4
.0

6
6
.4

2
5
.8

6
.6

1
.1

1
.7

1
3

4
4

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
に

つ
い

て
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

知
識

や
体

験
を

基
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
9
.1

5
.6

3
2
.1

6
6
.6

8
5
.5

9
5
.5

2
1
.1

7
5
.2

3
5
.6

1
4
.8

3
.8

0
.6

1
4

5
1

立
場

、
事

実
や

事
柄

を
明

確
に

し
て

文
章

の
構

成
を

工
夫

す
る

こ
と

自
分

が
伝

え
た

い
こ

と
が

明
確

に
な

る
よ

う
な

構
成

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
1
.7

4
9
.6

8
6
.2

9
6
.5

9
9
.2

1
0
0
.0

3
.2

2
6
.4

4
.3

0
.8

0
.4

0
.0

1
5

5
2

語
句

や
文

の
使

い
方

、
段

落
相

互
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

語
句

や
文

の
使

い
方

、
段

落
相

互
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
.6

0
.0

1
.8

7
.4

2
0
.6

2
3
.2

1
3
.9

6
5
.6

2
2
.6

8
.1

1
.9

1
.7

1
6

5
3

文
章

の
構

成
や

材
料

の
活

用
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
た

り
、

助
言

し
た

り
す

る
助

言
す

る
内

容
を

理
由

と
と

も
に

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
4
.9

0
.8

1
5
.2

4
9
.3

8
0
.9

8
4
.7

1
9
.9

7
1
.2

3
3
.7

1
4
.1

3
.4

0
.0

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
6
1
.2

1
8
.6

4
2
.8

6
5
.8

8
2
.0

8
8
.8

9
5
6
.3

6
7
.3

2
6
.2

5
0
.4

7
1
.2

8
7
.2

9
4
.5

7
4
3
.8

5
3
.3

8
.7

3
2
.9

5
8
.8

7
5
.2

8
1
.5

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
6
7
.6

2
4
.8

5
5
.4

7
0
.2

8
7
.2

9
0
.4

3
1
8
.8

3
4
8
.4

1
6
.8

3
4
.4

5
1
.1

6
6
.9

6
9
.3

9
5
6
.3

4
6
1
.1

1
2
.3

3
9
.1

6
6
.9

8
4
.7

9
2
.5

2
1
2
.5

5
7
4
.3

4
3
.2

5
9
.1

7
8
.3

8
7
.0

1
0
0
.0

4
2
5
.0

A
7
1
.0

3
4
.0

5
7
.2

7
4
.3

8
7
.1

9
5
.2

5
3
1
.3

B
6
1
.2

1
3
.3

3
8
.4

6
7
.2

8
4
.4

9
3
.7

4
2
5
.0

C
6
1
.0

1
1
.0

4
0
.0

6
6
.6

8
5
.0

9
1
.1

3
1
8
.8

D
4
8
.4

1
6
.8

3
4
.4

5
1
.1

6
6
.9

6
9
.3

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

6
.2

%
2
5
.1

%
4
7
.0

%
1
3
.0

%
8
.7

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

1
6
.3

6
3
7
.5

8
5
0
.0

1
6
.3

7
4
3
.8

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
3
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

2
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.2

%

2
5
.1

%

4
7
.0

%

1
3
.0

%

8
.7

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
論
理
的
な
構
成
・
展
開
に
注
意
し
て
聞
く
こ
と
 
大
問

1（
1）

 
基
礎

B 
49
.9
％
】
 

田
中
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
の
構
成
や
展
開
の
し
か
た
を
説
明
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
正
答
 
ア
 
初
め
に
根
拠
と
な
る
二
つ
の
情
報
を
示
し
、
あ
と
か
ら
結
論
と
な
る
考
え
を
述
べ
て

い
る
。

 
誤
答
 
イ
 
初
め
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
、
あ
と
か
ら
そ
の
根
拠
と
な
る
二
つ
の
情
報
を
示
し
て

い
る
。
 

 
 
 
 
ウ
 
初
め
に
自
分
の
考
え
と
最
初
の
情
報
を
、
あ
と
か
ら
も
う
一
つ
の
考
え
と
二
番
目
の

情
報
を
挙
げ
て
い
る
。
 

 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

49
.9
％
で
あ
り
、
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
16
.0
％
、
R2
＝
33
.3
％
、
R3
＝

49
.2
％
、
R4
＝
79
.4
％
、
R5
＝
81
.4
％
で
あ
っ
た
。
他
の
基
礎

B・
C
の
設
問
と
比
べ
る
と
、
R3

の

通
過
率
は
半
数
に
満
た
ず
、
ま
た

R4
・
5
の
通
過
率
も
他
の
設
問
と
比
較
し
て
低
い
。
誤
答
の
類
型

は
、
ウ
が

35
.4
％
で
あ
る
。
無
答
率
は
全
体
で

1.
0％

と
他
の
設
問
と
比
べ
て
低
い
が
、
R1

の
無

答
率
は

13
.6
％
で
あ
る
。
R4
・
5
に
無
答
は
な
い
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
R1
～
5
に
共
通
し
て
他
の
設
問
に
比
べ
て
通
過
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
構
成
や
展
開
に
注
意
し
て

聞
く
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
 

誤
答
を
み
る
と
、
ウ
が

35
.4
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「

事
実
」
と
「
考
え
」
を
区
別
し
て
聞
き
分

け
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
イ
を
選
ん
だ
生
徒
が

7.
5％

と
少
な
い
こ
と
か
ら
、
全
体

が
「
事
実
（
情
報
）
→
考
え
」
と
い
う
構
成
で
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
お
お
む
ね
理
解
で
き

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
の
前
に
話
さ
れ
て
い
た
「
私
が
こ
の
ス
ピ
ー
チ
で
伝
え

た
い
こ
と
は
」「

ま
た
、
同
じ
資
料
で
気
に
な
っ
た
の
は
」
と
い
う
下
線
部
分
を
考
え
と
判
断
し
た

生
徒
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

話
を
聞
く
際
に
、
話
題
は
何
か
、
テ
ー
マ
は
何
か
、
話
者
が
何
を
伝
え
た
い
か
を
ま
ず
聞
き
、

そ
の
う
え
で
話
の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
、
事
実
と
意
見
と
を
聞
き
分
け
る
。
 

（
2）

生
徒
同
士
で
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
合
う
際
に
「
論
理
的
な
構
成
で
話
せ
て
い
る
か
」
と
い
う
項
目

を
入
れ
、
互
い
に
評
価
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

事
実
（
情
報
）
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
考
え
を
説
得
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
話
す
と
よ
い
か
を
意
識
し
て
話
し
、
聞
く
側
も
そ
の
意
識
で
聞
く
こ
と
で
、
話
す
能
力
や

聞
く
能
力
を
生
徒
同
士
が
協
同
し
て
高
め
て
い
く
学
び
方
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
 

【
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
語
句
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
 
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
51
.9
％
】
 

「
一
個
の
鉄
球
」
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適

切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 

 

正
答
 
ウ
 
恐
怖
な
ど
の
意
識
の
内
側
で
な
さ
れ
て
い
る
経
験
と
結
び
つ
い
た
も
の
。

 
 ■
 
分
析
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

51
.9
％
で
あ
り
、
R1
＝
12
.8
％
、
R2
＝
28
.0
％
と
、
他
の
基
礎

C
の
設
問
よ

り
も
通
過
率
が
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
誤
答
と
し
て
は
、「

ア
 
銀
色
の
輝
き
や
手
触
り
な
ど
を
除

き
去
っ
た
丸
い
形
を
し
て
い
る
も
の
。」

が
16
.3
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
り
の

選
択
肢
に
関
し
て
誤
答
率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
選
択
肢
エ
は

15
.7
％
、
選
択
肢
イ
は

11
.8
％
と

な
っ
て
お
り
、
誤
答
率
に
特
段
大
き
な
差
異
は
な
か
っ
た
。
無
答
率
は
全
体
で

0.
2％

と
他
の
設
問

と
比
較
し
て
最
も
低
か
っ
た
も
の
の
、
R1

の
無
答
率
は

14
.4
％
で
あ
っ
た
。
R4
・
5
に
無
答
は
な

か
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
基
礎

C
の
設
問
レ
ベ
ル
で

R2
の
通
過
率
は

28
.0
％
、
R1

は
12
.8
％
、
R5

が
10
0％

と
い
う
こ
と

か
ら
、
生
徒
の
文
章
を
読
む
力
（
本
文
、
設
問
文
、
選
択
肢
の
文
）
の
差
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
 

本
設
問
は

1
段
落
の
本
文
の
読
解
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
落
は

8
文
中

4
文
が
否
定
文
で

書
か
れ
、
し
か
も
、
前
文
で
「
～
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
否
定
し
、
後
文
で
「
～
だ
」
と
考
え
を
書

く
手
法
を

4
回
繰
り
返
し
て
い
る
た
め
に
、
文
章
の
意
味
理
解
が
難
し
い
。
ま
た
、
選
択
肢
を
理
解

す
る
こ
と
も
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
選
択
肢
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
ど
れ
も
本
文
で
否
定
さ

れ
て
い
る
事
柄
で
あ
り
、
本
文
で
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肯
定
文
に
書
き
直
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
に
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
誤
答
し
た
生
徒
の
多
く
は
選
択
肢
に
含
ま
れ
る
語
句
と
同
様
の
文
章
中
の

語
句
に
引
き
ず
ら
れ
が
ち
で
、
文
の
終
わ
り
ま
で
精
読
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

本
文
は
『
哲
学
の
ヒ
ン
ト
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
本
を
生
徒

が
普
段
か
ら
読
み
慣
れ
る
よ
う
に
助
言
す
る
と
と
も
に
、「

哲
学
対
話
」
等
を
取
り
入
れ
、
正
解

が
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
生
徒
同
士
が
対
話
し
な
が
ら
探
究
し
て
い
く
学
び
を
模
索
す
る
。
 

（
2）

ペ
ア
学
習
や
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
協
同
の
学
び
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
正
答

や
誤
答
が
な
ぜ
そ
う
だ
と
言
え
る
の
か
な
ど
、
文
章
に
即
し
て
対
話
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
す

る
中
で
、
生
徒
自
ら
が
協
同
の
学
び
の
よ
さ
や
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
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４ 総括：国語教育における学びの構造転換に向けて        
 

国語科の調査結果では、まず、書く能力の「文章の構成」に課題がみられた。広く生活

にまで生きる書く力を育むためには、「何のために書くか」という目的を学習者自身が見

いだし、相手意識を明確にもつことが重要となる。学びの目的や方向性を教員と児童・生

徒が共有したうえで、「どのように書くか」を意識させる。また、教材文を活用して文章

の構成を学習する際には、場面や段落を断片的に切り取らず、むしろ文章全体を通して段

落のまとまりや役割について考える学びが求められる。推敲の際には、誤字や脱字を正す

確認にとどまらず、文章を書く目的を明確にし、内容や構成の形式等を検討するなど推敲

の視点を明確にした協同の学びによってその必要性も実感できるだろう。 

次に、読む能力では、内容の順序や中心を捉え、言葉の意味を文脈から理解する「文章

の解釈」に関する設問に課題がみられた。文章を正確に読み、解釈する力を育てるために

は、説明と文学の別なく作品を媒体にした自己と作品との対話が欠かせない。その中で生

まれた課題意識が「問い」となり、それが課題解決への「欲求」へとつながり、おのずと

他者の力を求めていく。それはときに、学年や世代、立場を超える。 

また、全ての言語活動の基盤となる言語についての知識・理解・技能の習得に関しては、

言語スキルの獲得を目的とした学習にとどまることなく、書く活動や話す・聞く活動との

関連を図ることで、文法の理解や語彙の獲得へつなげると効果的である。 

そして、本調査の分析結果を活用し、国語教育における学びの構造転換を実現していく

ためには、【個別】に選ぶ、【探究】に浸る、【協同】して共に生きる学びをより一層効

果的に融合する必要がある。特に国語教育では、内容と方法の二面から追究したい。 

まず、児童・生徒が学習の中で見いだす問いには、学習集団に共通のものと、学習者が

獲得していく個別なものとがある。従来は、共通の問いに対する正解を集団で確認し、演

習を通して個の到達度を上げようとする授業が主流であった。今後は、学習者自身が解決

したい課題を選び、解決していくことで個別の問いを更新していく学び方も重要となる。

「学びたいこと」と「学ばなければならないこと」を調和する学びの追究である。 

例えば『大造じいさんとガン』の魅力を伝える学習では、情景描写、心情表現、色彩語、

人物像、ストーリー性等から学習課題を選択し、多角的に読む学習単元が考えられる。一

斉型とは異なる選択型の課題解決に取り組むことで、協同の学びが一層豊かさを生み、物

語を深く読み味わうことが可能となる。表現方法についても、朗読、ポスター、本の帯、

アニマシオン、キャッチコピー等、自身の問いや学習課題に合った言語活動を選ぶことが

できるだろう。さらに、教員の指示に全てをゆだねるのではなく、一人でじっくり取り組

みたい、ペアやグループで一緒に考えたい、大勢の人の考えを知りたいなど、その学習形

態も多様になる。それはひいては、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、

使い方等に着目して捉え、その関係性を問い直して意味付ける見方・考え方を育むこと、

それを中核とする言語探究の方法としての「学び方」を育むことにつながる。万象と言葉

を通じて関わり、その中で知を認識して自ら活用可能にするための力である。 

児童・生徒が学習の目的を見いだし、異なる学習の内容や方法を選択する中で、未知の

課題解決へ向かい、納得解を共に導き出す資質や能力を育む。異校種の協働の下、幼児教

育から義務教育を貫く系統的・連続的な学びの構造転換が、改めて求められている。 
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